
平成27年11月宮崎県定例県議会

文教警察企業常任委員会会議録

平成27年12月３日～４日

場 所 第３委員会室





- 1 -

平成27年12月３日（木曜日）

午前10時２分開会

会議に付託された議案等

○議案第５号 宮崎県美術品等取得基金条例の

一部を改正する条例

○報告事項

・損害賠償額を定めたことについて（別紙１）

○教育及び警察行政の推進並びに公営企業の経

営に関する調査

○その他報告事項

・高齢者の交通事故抑止対策について

・平成２７年度各事業の上半期の状況について

・緑のダム造成事業記念植樹祭について

・元気チャージ！若者世代ゴルフ交流推進事業

について

・一ツ瀬川県民ゴルフ場開業２５周年記念事業

「オープン記念コンペ」について

・妻高等学校と西都商業高等学校の統合につい

て

・串間市の連携型中高一貫教育校の開設につい

て

・県立高校生の就職内定状況について

・全国学力・学習状況調査における学校の状況

について

・全国大会等の結果について

・｢私を変えた先生との出会い」エピソードにつ

いて

○教育委員との意見交換

・平成27年度全国学力・学習状況調査の認識や

思いについて

・本県のいじめ問題の認識について

・第二次宮崎県教育振興基本計画改定に際して

の思いについて

・本県の教育に期待すること

出席委員（７人）

委 員 長 重 松 幸次郎

副 委 員 長 日 高 博 之

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 井 本 英 雄

委 員 中 野 明

委 員 田 口 雄 二

委 員 図 師 博 規

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

警察本部

警 察 本 部 長 野 口 泰

警 務 部 長 新 島 健太郎

警務部参事官兼
鬼 塚 博 美

首 席 監 察 官

生 活 安 全 部 長 片 岡 秀 司

刑 事 部 長 黒 木 典 明

交 通 部 長 鳥 井 宏 一

警 備 部 長 金 井 嘉 郁

警務部参事官兼
永 野 博 明

警 務 課 長

生活安全部参事官兼
神 坂 正 信

生活安全企画課長

生 活 環 境 課 長 児 島 孝 思

総 務 課 長 小 野 博

警務部参事官兼
廣 澤 康 介

会 計 課 長

少 年 課 長 藤 川 寿 治

交 通 規 制 課 長 大 野 正 人

運 転 免 許 課 長 鍋 倉 幸 次

企業局
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企 業 局 長 四 本 孝

副 局 長
梅 原 裕 二

（ 総 括 ）

副 局 長
満 留 康 裕

（ 技 術 ）

総 務 課 長 沼 口 晴 彦

経 営 企 画 監 森 本 誠 二

工 務 課 長 新 穗 伸 一

開 発 企 画 監 上 石 浩

電 気 課 長 喜 田 勝 彦

施 設 管 理 課 長 平 松 信 一

総 合 制 御 課 長 新 見 剛 介

教育委員会

教 育 長 飛 田 洋

教 育 次 長
原 田 幸 二

（ 総 括 ）

教 育 次 長
川井田 和 人

（教育政策担当）

総 務 課 長 大 西 祐 二

参事兼財務福利課長 田 方 浩 二

学 校 政 策 課 長 川 越 良 一

学校政策課長補佐
黒 木 貴

（ 振 興 担 当 ）

特別支援教育室長 坂 元 厳

教 職 員 課 長 西 田 幸一郎

生 涯 学 習 課 長 恵 利 修 二

スポーツ振興課長 古 木 克 浩

文 化 財 課 長 大 西 敏 夫

人権同和教育室長 黒 木 政 信

県 立 図 書 館 長 福 田 裕 幸

県立美術館副館長 川 越 雅 彦

総 合 博 物 館 長 冨 髙 敏 明

県 立 西 都 原
入 倉 俊 一

考 古 博 物 館 長

埋 蔵 文 化 財
岩 切 隆 志

セ ン タ ー 所 長

中部教育事務所長 後 藤 克 文

南部教育事務所長 金 子 文 雄

北部教育事務所長 長 渡 利 光

教育研修センター所長 今 村 卓 也

教育委員

教 育 委 員 長 島 原 俊 英

教育委員長職務代理 東 秀 一

教 育 委 員 山 崎 里都子

教 育 委 員 宇田津 真理子

教 育 委 員 春 日 由 美

事務局職員出席者

政策調査課主幹 西久保 耕 史

議 事 課 主 事 八 幡 光 祐

○重松委員長 ただいまから、文教警察企業常

任委員会を開会いたします。

まず、委員会の日程についてであります。お

手元に配付いたしました日程案のとおりでよろ

しいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのように決定いた

します。

執行部入室のため暫時休憩いたします。

午前10時２分休憩

午前10時４分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

報告事項等について本部長の説明を求めます。

○野口警察本部長 おはようございます。警察

本部でございます。本日もよろしくお願いいた

します。

重松委員長を初め、委員の皆様には、平素か

ら警察業務全般にわたりまして、深い御理解、
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御支援を賜っておりますことに改めて厚く御礼

を申し上げます。

まず、一言おわびを申し上げます。

既に広報しておりますが、犯人隠避等の事案

で、本県警察官に対し、11月４日、懲戒免職処

分を行っております。委員を初め、県民の皆様

の警察に対する期待と信頼を損ないましたこと

に対し、心からおわびを申し上げます。今後は、

再発防止はもとより組織の総合力を結集し、県

民の皆様方の信頼回復に努めてまいる所存であ

ります。

さて、師走を迎えまして、金融機関等を対象

とした強盗事件や年始の初詣で等による雑踏事

故を初めとする各種事件・事故の発生が懸念さ

れるところであります。警察といたしましては、

県民の皆様が安心して新年を迎えられますよう、

年末特別警戒や初日の出暴走取り締まり等を実

施してまいりたいと考えております。

本日は、報告といたしまして、損害賠償額を

定めたことについて、また、そのほかの報告と

しまして、高齢者の交通事故抑止対策について、

それぞれ担当部長から説明、報告させますので、

よろしくお願いいたします。

私からは以上でございます。

○重松委員長 本部長の概要説明が終了いたし

ました。

次に、報告事項に関する説明を求めます。

○新島警務部長 それでは、平成27年11月定例

県議会提出報告書の損害賠償額を定めたことに

ついて御報告いたします。

今回、御報告の損害賠償事案は、職員の公務

中の交通事故によるものが２件、職務質問の相

手方車両を損傷したものが１件の計３件であり

ます。

なお、公務中の交通事故の賠償については、

県警の加入する任意保険で支払いがされており

ますので、県費からの支出はございません。

それでは、平成27年11月定例県議会提出報告

書に基づき御説明させていただきます。

このうち、県警の損害賠償事案は、報告書の

３ページ一番下と４ページの一番上の県有車両

による交通事故及び４ページ目の２番目の車両

損傷事故の３件であります。

まず、３ページ一番下の平成27年６月15日の

事故は、宮崎北警察署の警察官が、捜査用の普

通乗用車両を駐車場の駐車枠に前進で駐車する

際、左横に駐車していた相手方車両に接触した

ものであります。この事故では、相手方車両の

修理費用等13万800円を賠償しています。

次に、４ページ一番上の平成27年６月27日の

事案は、小林警察署の警察官が、駐車場内で方

向転換するためミニパトを後退させたところ、

後方に駐車中の相手方車両に接触した事故であ

ります。この事故で、相手方車両の修理費用３

万7,864円を賠償しております。

最後に、４ページ２番目の平成27年７月13日

の車両損傷事故について御説明いたします。

この事故は、宮崎南警察署の地域警察官が、

警ら中に車高の低い相手方車両を認めたため、

宮崎南警察署木花駐在所の駐車場まで誘導し、

職務質問を行った際のものでございます。相手

方車両については、確認の結果、整備不良車両

として検挙するまでには至らず、ほかに不審点

も認められませんでしたので、その場で職務質

問を終了しました。しかし、相手方車両のエン

ジンがバッテリーの不調のためかかりませんで

したので、パトカーのバッテリーと相手方の車

両のバッテリーをブースターケーブルでつなぎ、

エンジンをかけることにしたのですが、相手方

車両の駐車位置ではケーブルが届きませんでし
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た。このため相手方の車両をケーブルが届く位

置まで移動するため、警察官が乗車してハンド

ル操作をし、ほかの警察官が車両を押して前進

させたところ、相手方車両の前部バンパー下に

取りつけられているスポイラー部分が、駐車場

に設置されています車輪どめに接触して損傷し

たものであります。この事故で、相手方車両の

修理費用等９万9,351円を賠償しております。

以上、３件の損害賠償額を定めたことについ

て御報告させていただきました。

今回は、２件の県有車両の交通事故を御報告

しておりますが、これまで行った各種防止対策

により、本年１月から11月末現在までに発生し

た損害賠償の必要な交通事故件数は、昨年の30

件に対して本年は15件と半減しており、一定の

効果が見られているところであります。また、

全職員の交通事故防止に関する意識を一層高め

るため、11月、12月の２カ月間を公用車両の交

通事故防止強化期間に設定し、各種対策を推進

しているところであります。

警察職員による交通事故や各種事故の発生は、

県民の信頼を損なうものにつながるものであり

ますので、今後も各種対策を推進してまいりま

す。

以上で、損害賠償額を定めたことについて御

報告を終了いたします。

○重松委員長 報告事項に関する執行部の説明

が終了しました。

報告事項について質疑はありませんか。

○中野委員 私は、駐車場にとめるときは、バッ

クで入れるようにしているんです。警察で、駐

車する場合に、必ずバックで入れるとか、そう

いう決まりはないんですか。

○新島警務部長 特に決まりはないのですが、

すぐにまた出られるようにバックから入れる場

合も結構あると思います。

ただし、通常、警察車両ですと１人で乗って

いる場合はほとんどなくて大体２人ですので、

バックで入れる際には助手席に乗っている者が

おりて後方確認して、バックで後ろにぶつから

ないように対応をさせていただいているところ

であります。それでも、時々バックによる事故

があるのは本当に大変申しわけないと思ってお

りますが、しっかりやっていきたいと思ってお

ります。

○緒嶋委員 警察官の不祥事があったですわね。

これは、我々県民とすれば、警察官は人間的に

もすばらしい人格者であり、法を守ることを一

番大切に思う人じゃないといかんわけです。自

尊心も何もあるのか、プライドもあるのか知ら

んけれども、あのようなことを起こすような警

察官がおること自体が私は問題だと思うんです。

そこあたりの人間教育。法的なルールを覚える

のは必要だけれども、それ以前の人格をどう高

めるかということについて、警察学校では警察

官として人格形成を当然やっておられると思う

んですけれども、それ以降、警察官になった後

での人格形成についての教育というものは、な

されておるのかどうかと。

○新島警務部長 警察官になりますと、まず警

察学校で、大卒ですと６カ月、高卒ですと10ヶ

月のそういう教養を受けるわけですけれども、

その後も、例えば警察署に配属になった後にも、

所長あるいは各課長から朝会だとか、常日ごろ

そういったことに対して上司のほうから教養を

しております。また、学校も初任科に入ります

けれども、また、しばらくしたら補修科という

ことで再度入り直します。また、それ以外にも、

例えば刑事になるため、あるいは交通専務員に

なるため、そういう専務員になるために警察学
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校の各種専科というものに入るわけですけれど

も、そういった際にも、そういう倫理教育とい

うのはこまをとっておりますので、しておりま

す。また、上級幹部になる際においても、これ

は福岡にあります九州管区警察学校になります

が、巡査部長あるいは警部補に昇任した際も、

そういった教育を、教養を受けるこまがありま

す。

ですから、ありとあらゆる機会において、しっ

かりした倫理観を持って、県民と社会にしっか

り奉仕するという姿勢を忘れずに仕事をしてい

くということを、常々警察としてはやっている

ところでございます。ですが、先ほど委員もおっ

しゃったとおり、こういったことが発生したと

いうことは本当にじくじたるものがありまして、

引き続き、二度とこういうことがないように我

々のほうもしっかり襟を正してやっていきたい

と思います。

○緒嶋委員 特に、１人の人がそういう不祥事

を起こすことで、警察官全部が信頼を失うこと

にもなるわけです。皆さん、本当に残念に思っ

ておられるだろうと思うんです。皆さん、すば

らしい人格者の警察官ばかりと、私は信頼しと

るんですけれども。１人のことで全ての者の信

頼が失われるようなことがあってはいかんわけ

です。これは、学校の先生にも言えることです

けれども。こういう自覚を持ってやらんと、自

分がやっておることが本当に正しいというか、

言い方がちょっとおかしいかもしれんけれども、

そういう思いをいつも持ってみんな頑張ってお

られるのに、警察官が警察官を逮捕するという

ようなことは、本当に恥ずかしいというか、あっ

てはいかんことだから、そういう人格形成を、

我々もそれは欠点だらけの人間であるけれども、

やってはいかんことだけはやっちゃいかんわけ

ですから。そこ辺の教育を今後とも、十分に努

力されておるけれども、ああいうことは宮崎県

警だけじゃなく、ほかの県にもあるわけですけ

れども。ぜひ、宮崎県警はすばらしいと。みん

なから信頼され、取り締まる面もあるわけです

から、取り締まる人が人間として相手を取り締

まるだけの資格がないと、取り締まることも私

はおかしいと思うんです。そういう意味では、

ぜひ皆さん、ああいうことは二度とないと思い

ますけれども、今後ないように、ぜひまた、み

んなで努力してほしいと。そして、警察官の教

育というか、いろいろな意味での信頼をさらに

高めて、事故もない、ほかの県民も、我々も警

察に迷惑かけちゃいかんというぐらいの思いに

なるような県民にならないといかんわけですけ

れども、ぜひ今後、二度とああいうことがない

ように努力してほしいということを強く要望し

ておきます。

○井本委員 今のと同じことなんだけれども、

どんなことでも100％というのは、難しいだろう

と。だから、やっていいというわけじゃないで

すけれど。県会議員でもいろいろ物議を醸して

やられるわけですから。全国的にはどうですか。

宮崎県警というのは、そういう問題はあんまり

起こしてないところなのか、そういう統計はあ

るんですか。

○鬼塚首席監察官 ことし、懲戒処分というの

は２件ございまして、年によってない年もござ

いますので、一律に多い、少ないというのは言

えないところがございますけれども、県警とす

れば、ことし、２件ということで非常に反省を

いたしておるところでございます。

○井本委員 例えば10年間に何件とか、県ごと

のそういうデータはないわけですか。

○鬼塚首席監察官 きょう、詳細資料はちょっ
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と手元にないんですが、私の記憶では、大体こ

としは全国平均。発生率的に言えば過去の並み

ではないかなと記憶をしております。

○日高副委員長 警察車両は駐車場に前から入

れるというような。福祉施設とか、いろんなと

ころで、事故防止のために、とりあえずバック

で入れなさいという教育をしているんです。靴

をそろえるときも出船状態でそろえなさいとか。

それはなぜかというと、コンビニとかで入れる

ときにバックで入れたほうが事故防止につなが

るというデータがあるらしくて。だから、必ず、

そういうところからバックで出るときに、人に

ぶつかったり、子供にぶつかったりするという

案件が結構多いから、もう入るときには常にバッ

クで入れなさいという教育をされているところ

が多くて。いろんな施設とかに行くんですけれ

ども、どっちかというと割合的には８割、９割

方、本当にバックで入れている。前から突っ込

む人って今、少ないんじゃないかなというよう

な状況だと思うんで、これは警察が模範を見せ

てもらえればいいのかなというような気がした

もんで、どうお考えですか。

○鳥井交通部長 御指摘のとおりでございまし

て、警察の統計でも交通事故の物損事故が年間

２万数千件起こっているわけなんです。やはり

駐車場内でのそういった事故が多いということ

で、これを検討してみたときに、駐車するため

には先にバックで入れて、買い物とかいろんな

用事が終わって、出るときに前から出ていこう

と。どうも事故を分析しますと、気が抜けてバッ

クで出るときに事故を起こす確率が高いという

ことで、警察でもいろんな、民間の方にもバッ

クで駐車ということでお願いをしているところ

です。

警察車両も、先ほど御指摘のとおり、出船の

精神ということで、バックで駐車とか、極力後

ろから入れるようにしているんですけれども、

事故の現場とかいろんな面で緊急性等がある場

合に、どうしても前から入れざるを得ないとい

うような場面も出てくるところで、御指摘のと

おり警察内部でもそこ辺は民間にそういう協力

を依頼しているわけですが、うちもそういう教

育はやっているところで、今後、徹底していき

たいと考えております。

○重松委員長 ほか、ございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 その他の報告事項に関する説明

を求めます。

○鳥井交通部長 交通部からは、お手元に高齢

者の交通事故抑止対策についてという資料があ

るかと思いますので、これに基づき報告させて

いただきます。

まず、この資料に入る前に、ことしの宮崎県

の交通情勢ですけれども、ことしの９月までは、

いろんな対策が功を奏した。関係機関の皆さん

の連携もとれていて、いろんな関係者の皆さん

の意識も高かったかと思うんで、９月まで非常

に良好な成績で推移しておりました。特に、死

亡事故につきましては、前年比マイナス10人と

いうことで、ひょっとしたら、ことしは、県が

定めました年間交通死者39人以下という目標達

成ができるんじゃないかと考えていたところで

す。

しかしながら、10月に入りまして６人の死者

が出た、これには高千穂通りでの暴走で２人亡

くなった方も含まれております。さらに、11月

になりますと、もう予想だにしなかった、一月

に12名の方が亡くなられたと。この12名という

のは、昨年の11月が３人ですので、９人増とい

うのは増減率からいったら全国ワースト第２位
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なんです。そして、一月に10件以上の死者が出

たというのは、全国でも10都府県ぐらいしかな

いわけなんです。

ちなみに、本県12人なんですけれども、広島、

兵庫が12人です。交通死者です。大阪府と神奈

川県が13人ということを考えれば、非常に危機

的な数字だと認識しております。

何でこれだけの事故が一月に発生したんだろ

うということで分析しましても、やはり本県警

察の長年の課題である、いわゆるてげてげ運転、

前をよく見ていない、その結果として発生して

おる。それと、高齢者対策。この２つの大きな

問題点がなかなか解消されておらずに、一気に

噴出したという感が拭い切れません。特に、て

げてげ運転につきましては、12人亡くなったう

ちの３人は、夜間に道路で横になっておられた

んです。これは、当然横になるほうも悪いんで

す。酒に酔ったりとか、中にはメンタルダウン

して自殺も企図した人もいたと分析していると

ころなんです。でも、現場の状況を見ると、３

件とも夜間の発生なんですけれども、直線道路

を小まめに前照灯、ライトを切りかえて運転す

れば、これは絶対気づけたんです。この３件の

中のうちの１人の運転手の方は気づいているん

です。50メートルぐらい先で何か物が落ちてる

よねって。普通のドライバーだったらこの段階

で減速するんですけれども、この人は何を考え

たか、減速をしていない。直前、７メートル、

８メートルに至って人だということがわかって、

急制動、急ハンドルをとるも間に合わないとい

うようなことで亡くなっているわけなんですが、

この10人の死亡事故は、全て運転手がしっかり

前を見て運転をしていれば大半は防げたのかな

と分析しております。

一方、高齢者対策の観点からも、12人のうち

６人は、高齢者が亡くなっております。中には、

信号を無視して横断歩道を歩かれたり、夜間に

直前横断等をされて、そういった方もおられま

す。ですから、高齢者対策という意味では、被

害者、加害者のどちらにもなり得るというよう

な状況が一気に噴出したという中で、ただいま

から高齢者の交通事故の状況について報告させ

ていただきます。

まず、資料の１番です。人身事故の発生件数

ですけれども、年々減りつつあります。昨年１

年間で9,759件、ことしも、11月23日現在で8,200

件ということで減少傾向を維持しております。

ただ、高齢運転者の占める割合というのは年々

ふえてきております。10年前の平成17年には、

高齢者の免許保有者というのが12万5,000人だっ

たのが、昨年は18万6,000人と、一気に６万2,000

人近くふえておるという状況を考えれば、数字

からいえば仕方がないのかなと考えております。

死者数につきましては、ここ数年、50人前後

で推移しておるところです。高齢者の占める割

合というのは、大体30人前後で推移している。

ただ、昨年は、高齢者の占める割合、構成率が63

％ということで、ことしも63％なんですけれど

も、全国平均が53％ということを考えれば、10

ポイントも高いという状況です。

負傷者についても同様の傾向が言えるところ

です。

２番目の死亡事故の状態別の死者数でござい

ますけれども、11月23日現在、46人の方が亡く

なっております。11月末では47人ですけれども、

そのうち高齢者は30人、23日現在は29人でした。

ことしの事故の大きな特徴は、歩行者がはねら

れるケースが非常にふえております。こういう

ことからも、運転する側から見れば、てげてげ

運転がかなり多いというのも理解できるかと思
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います。特に、歩行者がはねられるケースは、

昼と夜ではどちらが多いか。やはり夜でござい

ます。このことは高齢者についても当てはまり

ます。高齢者は17人亡くなっておられますけれ

ども、昼と夜を比べれば夜のほうが多いという

ようなことです。状態別ではそのような状況で

ございます。

ですから、本県の弱点ということで、てげて

げ運転の防止、運転手対策、それと、高齢者対

策。

運転手対策は、いろんな取り締まりを強化す

るとか、いろんな面でできていくのかと思いま

すけれども、高齢者対策が非常に壁が高いとい

うことで、これからの対策といいますか、今ど

んなことをやっているのかということを報告さ

せていただきます。高齢者対策なくして死亡事

故の減少というのは期待できないと考えている

ところです。

まず、主な対策ということで、情報発信活動

ということをやっております。こういった交通

事故の実態というのを、県民の皆さん、まして

や高齢者の皆さんと情報を共有ということが一

番と考えております。交通安全情報ということ

で印刷しておりますけれども、こういったもの

を医師会とか薬剤師会、いろんなところで掲示

して注意喚起等を行っているところです。それ

とか、宮崎県の防犯情報メールに会員が約３万

人近くおるということで、これなどで啓発を図っ

ているところです。

また、運転者対策という観点では、70歳以上

の高齢者の皆さんは、更新時講習の際は高齢者

講習を自動車学校で受けなければならないとい

うことで、自動車学校との連携を強化して、も

う少し緊張感を持ってやってくれということで

要望等を行っているところです。また、ことし

からは、県のほうで予算措置していただいて交

通安全教育隊ということで、専従の隊員による

交通安全教育者を活用した広報、啓発、運転者

対策等をやっているところです。また、高齢者

を対象にしたドライバーズコンテスト等も行っ

ております。

歩行者対策ということでは、高齢者宅訪問を

やったり、なかなか言うことを聞かないという

のは語弊がありますけれども、孫からの手紙を

書いて交通安全の啓発ということで、ことしの10

月からは全県下で取り組んでおるところでござ

います。

今後、関係機関との連携ということで４番目

に書いておりますけれども、先ほど報告をさせ

てもらったように、道路上にはメンタルダウン

をしてる人もおれば、酒に酔った人もおる。認

知症、てんかん、いろんな人が道路を利用して

おる。県の福祉保健部とか長寿介護課と、これ

まで以上に連携の強化が必要かなと考えており

ます。あと、医師会、ヤクルト販売とか宮交バ

スとも、現在、対策の強化ということで協力を

得て、対策を進めておるところです。

最後にお願いでございます。委員の皆様、い

ろんな面で会合等に出られたりと、発信力の高

さに期待して、最後にお願いでございます。「運

転者の皆さん」とそこに書いてありますけれど

も、操作を一歩誤れば凶器と化しますよという

ことです。もう口酸っぱくお願いしているとこ

で、ですから、しっかり前を見て運転してくだ

さいと。

それと、体調が悪いときは運転を控えましょ

うと。何でかといったら、去年１年間で、ハン

ドルを握ったまま車の中で、病気で亡くなられ

た高齢者の方が５人おられるんです。ことしも、

もう既に３人おられるんです。これ、場所が悪
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かったら物すごい大惨事になっていたのかなと

考えます。ですから、体調が悪いときには運転

を控えましょうということをぜひ啓発していた

だきたいと思います。

また、歩行者側に対しては、自転車も含めて

なんですけれども、道路利用者としての自覚と

マナーを持ってということで、無理な横断は控

えてくださいと。どうも死亡事故を分析してみ

ると、高齢者の皆さんは、運転手は自分に気づ

いているという錯覚を持っておられるんじゃな

いかという気がしてなりません。夜間の横断に

してもしかりです。気づいているだろうと。と

ころが、事故を起こす人はほとんど前を見てい

ないという実態がございますので、ひとつ気づ

いていないかもしれませんよということで啓発

をお願いしますということです。

夜間に亡くなった歩行者の皆さんは、誰ひと

り反射材をつけておられません。一生懸命取り

組んでいるんですけれども、なかなか浸透しな

いということで、夜間は反射材をという啓発を

お願いしたいと考えているところです。

取り急ぎ報告させていただきましたけれども、

交通部からは以上でございます。

○重松委員長 その他の報告事項に関する執行

部の説明が終了いたしました。その他の報告事

項について質疑はありませんか。

○中野委員 運転者対策で、高齢者講習の充実

とあるんですが、私はこれを受けたんです。そ

れで、高齢者だからって暇な人ばかりじゃない

わけです。時間が余ったら、雑談みたいな時間

になってしまう。あの補習時間は、法律で決まっ

ているんでしょうか。

○鳥井交通部長 それぞれ、こういったことを

やろう、体験乗車をやろうとか、これは法律に

よって決まっております。

○中野委員 いろいろやり方があって、３時間

と決まっとって。あれは、３時間、４時間とか、

時間が決まっとるわけですね。

○鳥井交通部長 74歳以下の方は、講話が30分、

適性診断が１時間、実車指導が１時間、ディス

カッションが30分、合計の３時間ということで

決まっております。

○中野委員 それは、条例じゃなく、法令なの

かな。各県で違うんですか。

○鳥井交通部長 これは、政令で決まっておる

ということです。

○中野委員 私も受けて中身はいいんだけれど

も、講話といっても時間が余るんです。充実し

てするならば、もうちょっと。ぜひ、そういう

意見があるということも。

○緒嶋委員 自転車の事故です。加害者も被害

者も、これは交通事故、全て大変なことになる

わけですが。保険なんかは高校生なんか全て学

校の決まりでもいいと思うんですけれども、事

故後の問題等を含んだら、補償なんかにおいて

も、全て保険に入っていないと大変なことにな

ると思うんです。自転車の場合、こういうこと

は警察の立場からは個別に言えんわけですか。

○鳥井交通部長 昨年9,700件発生しているうち

の１割は自転車の事故なんです。先般も高鍋の

ほうで、高校生が自転車で歩行者をはねて高齢

者の方が亡くなられたというようなこともあっ

ております。また、自転車に関しては利便性も

あるんですけれども、自転車も軽車両で車両の

一つなんですよということを厳しく今、指導を

しているところです。

保険についても、ここ数年、全国的に、自転

車側の少年に対して民事で9,000万円の損害賠償

が請求されたとか、各県でそういった判例が相

次いだもんですから、警察としましても、学校、
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自転車販売店等ではそのような保険の加入促進

というのはお願いしておるところでございます。

また、自転車事故をなくすためにも、まずは若

者が見本を見せてもらおうということで、中学

生、高校生に対する、学校に対する自転車教育

というのは徹底しているつもりなんですけれど

も、今回の事故も受けまして、今後も教育委員

会なりとの連携、やはりもうちょっとやり方も

考えないといけないのかなと考えてるところで

す。

○緒嶋委員 きょうも教育委員会と委員会をし

ますので、教育委員会も学校でそういうルール

を決めてやらんと、私は大変なことになると思

うし、事故防止も含めて、その対策を立てるこ

とが全体的な交通事故を少なくする一つの方法

にもなるわけですので、これは警察と教育委員

会が十分連絡をとって事故をなくす。また、万

が一事故があって、ああいう死亡事故、高鍋の

が最終的にどういう解決になるかはわかりませ

んけれども、お互いが大変なことになると思う

んです。そういうことを含めたら、後のことも

考えた対策というか、事故を起こさんことが一

番だが、その後のことを考えた場合の保険制度

なんかも、学校としては入ってなきゃ自転車通

学は認めないとか、いろいろ方法はあると思う

んです。そこを含めて、警察と教育委員会、も

ちろん学校ということにもなるけれども、よく

連絡をとって、そういう対策を立ててほしいな

と思います。

それと、この前の高千穂通りの事故の後、警

察として何か歩道の対策は立てられたのか。あ

あいうことがあっちゃいかんわけですけれども、

何か警察としてこうすればよかったとかいうこ

とは何もないのか。あと、何か歩道の中での対

策は立てられたんでしょうか。

○鳥井交通部長 10月28日に発生しました高千

穂通りの事故では、御案内のとおり被疑者を逮

捕して、現在、捜査中でございます。鑑定留置

等にもなったということで、最終的な判断はか

なり先のほうになろうかと思うんですけれども。

あそこの歩道を物理的にどうこうしたのかとい

うことに関しましては、道路管理者の国と県の

ほうも現場を点検しておるところでございます。

ただ、具体的に何をやったのかということは、

警察として把握はしておりません。

ただ、今回の事故があれだけの事故で、まし

てや去年から特筆されておりました一定の病気、

てんかんであったり、認知症であったり、躁鬱

病であったり、この辺で、今、やれることとい

うのは、こういう一定の病気に対する対策を急

ぐべきだということで、医師会とか、薬剤師会

など、いろんなネットワークの皆さんにお集ま

りいただいて、現状とともに、「ひとつ疑問に感

じたら、体力に自信がなくなったら警察に相談

してください」というようなお願いは強力に進

めておるところです。

物理的な道路上の対策につきましては、今後、

また国、県あたりと進めていきたいと思います

けれども、何しろあそこに車が入ってくるとい

うことを想定していなかったというのが現実で

ございます。

これだけの大きな事故があって、反響も大き

いわけでございますので、物理的な対策、そし

て、そういう一定の病気等に対する対策、この

辺はしっかりやっていきたいと思います。

○緒嶋委員 それと、高齢者の免許証返納とい

うんですか、これがかなりふえたということは、

やはりそれぞれの自覚があって返されるという

ことはいいことだと思うんですけれども、実態

としては、新聞とかでは、かなりふえたという
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ことであります。これは、ぜひ高齢者は、運転

に自信のない人は事故を起こす前に返納したほ

うがいいわけですので。そういう意味での返納

を勧めるというのも、特に田舎においては生活

上なかなか返納しづらい面もあるわけです。そ

れでもこれは返納の制度というのはかなり推進

すべきだと思うんですけれども、警察としては、

そのあたりはどう考えておられるのか。

○鳥井交通部長 高千穂通りの事故以来、県民

の皆さんの関心も高く、いわゆる返納に関する

相談、返納件数、これもかなりふえてきており

ます。私の記憶では月平均170件が、10月28日以

降では100件ほどふえて270件ぐらいの返納が来

た。相談件数も非常にふえておるということで、

非常に事故そのものは痛ましかったんですけれ

ども、今、県民の皆さんの意識が盛り上がって

いますので、この機を逃したらいかんというこ

とで、ポスターであったりいろんな面で、そう

いった自主返納の啓発は行っているところです。

○中野委員 高齢者の講習の中の実車。あれ１

時間と言われたですよね。１時間の定義は何で

すか。１人１時間ですか。

○鳥井交通部長 ３人でやれるということで、

１人頭、約20分ぐらいと。そしてまた、ほかの

人の運転も見ていただくというようなことに

なっていると思います。

○井本委員 確かに運転する人も注意しないと

いかんのだが、言われるように、お年寄りは、

こっちは見えとるんだろうって、それもあるん

だろうけれども、一つは、年をとると、なめと

るね。年をとるとみんなそうなるのかもしれん

けれども、今までの経験でそうなっとるのかも

しれん。あの辺を言わないといけないんじゃな

いでしょうか。あれが結構、危ないなと思うけ

れども、こっちがよけてくれるのが当たり前ぐ

らいに思ってる感じやもんね。敬老会とかで話

はしておられるんですか。

○鳥井交通部長 高齢者の皆さんのみならず、

道路を利用する全ての人が自覚と責任を持って

行動していただきたいというのが本音でありま

すし、それを強くお願いしているところです。

高齢者に関しましては、いろんな敬老会とか、

いろんな集まりを通じて啓発を行っているとこ

です。しかし、一番のネックは、いろんな対策

をやって、いろんな高齢者の皆さんに集まって

いただきますけれども、こういうのに参加して

いただく方は、逆を言えば遵法精神が非常に高

い。参加していただけない方、高齢者クラブ等

に加入されてない方に対する、広報啓発がどう

なるのかということで、そういう意味からも、

孫から手紙を書かそうと。ちゃんと交通ルール

を守ってねとか。今、進めておりますのが、ヤ

クルトレディがかなり高齢者のところにも配達

しておられるという実態を確認しましたので、

ヤクルトの販売会社とも協定を結ぶべく、そう

いう広報啓発のチラシをお願いしようという対

策を考えております。

○図師委員 今、死者数の増減が注目されてい

るところなんですが、この死者数のカウントの

仕方をちょっと教えてほしいんです。例えば、

事故発生から何時間以内とかという規定があれ

ば。

○鳥井交通部長 死亡事故の統計に関しまして

は、交通事故に遭ってから１カ月後に亡くなら

れる方も当然おられる。そういう意味で、交通

死亡事故のカウントは、事故発生から24時間以

内ということで統計にとらせてもらっています。

また、先ほど自殺の可能性もあると言いまし

たけれども、自殺の中でも、例えば歩道橋から

飛びおりてきたと。もう遺書もあって。こうい
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うのは運転者もちょっと避けられるような状況

にないということで、目撃者の状況や遺書等か

ら明らかに自殺と判断できれば、これは交通死

亡事故の中には入れておりません。ただ、今回

のは前後の状況から強く推認されるということ

で、そのまま道路に寝そべっていたという状況

がありますので、運転手は、道路に寝そべって

れば運転手にも前を見てなかったという過失が

あるわけです。こういうのは死亡事故の中に統

計として入れております。

○図師委員 死亡者だけではなくて、例えば、

事故の負傷者がもう１万2,000人前後いらっしゃ

るんですが、この中には、頸椎、脊椎の損傷で

植物状態になられた方とか、もう意識が戻らな

い方とか、言えば、もう上肢、下肢で大きな障

がいが残った方等々、たくさんいらっしゃると

思うんです。それらの方々の統計はとられてい

ないんですか。

○鳥井交通部長 １カ月以内の死者、それ以上

の死者、その辺の数字はとっております。

○図師委員 例えば、自賠責保険だけではなく

て民間の保険会社等と連携すれば、その事故に

よってどういう障がいを負われたか。また、こ

の障がいの程度というのは、保険会社が規定し

ている障がいの程度と、一般の身体障がい者と

か精神障がい者とかの規定は全く違うもんです

から、どこを抽出するかにもよるかと思うんで

すが。要は、何が言いたいかと申しますと、死

者だけじゃないんだと。交通事故ではこれくら

いの障がいが残っている方々が何百人もいらっ

しゃると。そういうことをまた広く、小さい方

からお年寄りまで周知することが予防にもつな

がっていくんではないかなと考えたものですか

ら、死者だけではないところも、またある程度、

調査を入れられて、広報啓発につなげられると

いいんではないかなと思った次第です。

○日高副委員長 私は認知症の件を一般質問で

したんですが、警察というよりも、どっちかい

うと認知症対策は福祉保健部だということで

あっちにしたんですけれども。例えば、認知症

を見極めるということが大事ですよね。早期発

見して早期治療をすることが大事だということ

で。例えば、認知症看護認定看護師というのが

あるんです。それが全国に２万人以上いるんで

す。ところが、宮崎と沖縄だけゼロなんです。

宮崎と沖縄だけないんです。

私の提案なんですけれど、運転免許センター

にそういった看護師を置いて、この人はちょっ

とおかしいぞと、てんかんがあるぞとか、いろ

いろやって。条例でも何でもいいので、その看

護師でもおかしいと認めたら、交通違反をして

いなくても免許取り消しですよとか。そういっ

たことができる制度を確立していけば、おのず

と認知症とか、てんかんとかそういったものに

関するものの事故とかは、減るんじゃないかな

と思うんですけれども。それは、どう考えてお

られるんですか。

○鳥井交通部長 免許センターに看護師等を配

置する策はどうかということですね。

昨年がたしか７人だったと思いますけれども、

認知症ということで運転免許証を取り消し処分

しております。これは、家族からの相談であっ

たり、事故現場での言語態度がおかしいという

ことで７人ほど取り消しているわけです。それ

以外にも数字に出ない、非常に影響のある事故

も多いということで、我々もそういった対策強

化をしているところで。昨年、熊本県が看護師

を運転免許センターに配置したということで、

うちもそういったきめ細かな相談ができるんで

あれば、そういった対策はとれないのかという
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ことで検討を進めておるところでございます。

○新島警務部長 交通部長が言われたとおりな

んですけれども、熊本がそういう看護師を採用

されているということで、当方においても他県

の事例を参考にして、効果が期待できるような

施策の推進を進めているところであり、財政課

に対しても、今、協議中でございます。詳細に

つきまして、予算化される部分があれば、いず

れまた、議会において審議していただくことに

なると思いますので、よろしくお願いいたしま

す。

○日高副委員長 どう考えても高齢者はふえて

いっていますよね。これからもふえていって、

徘回老人とか、さっき交通部長が言われたよう

に、そういう人はおのずとふえていくわけです。

事故はおのずとふえてくる。まず啓発もあるん

ですけれども、免許を持っている人は必ず免許

センターに来ないと更新はできないわけですか

ら、そこの出口、入り口というのは一つしかな

いわけです。ここでどうできるかというのが今

後必要なところで、もちろん警察、また福祉保

健部も、民間の認知症支援チームとか、そういっ

たもの一体で、縦割りを撤廃してでも、ここを

しっかりとやることによって必ず数字としてあ

らわれてくると、私は思いますんで、ぜひお願

いしたいと思うんです。

○鳥井交通部長 委員御指摘のとおりでござい

ます。交通安全という狭い中では、なかなか対

策としては厳しいのかな。ですから、免許更新

は必ず認知症の人もされるわけで、その辺につ

いては、我々も看護師の導入であったり、職員

教養であったり、システム等で事故歴等を連動

できるようになど、そういったシステムの対策

を強化しておるところです。

また、一方では、道路上にそのような認知症

の方が出て、当然亡くなられた方もおるわけで

すし、そういう意味では福祉保健部との連携を、

今まで以上に強固なものにしていかないと、こ

の高齢者対策というのは前進しないのかなと考

えておるところで、ぜひ委員の御指導もよろし

くお願いします。

○重松委員長 それでは、ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、以上をもって警察本

部を終了いたします。執行部の皆様、お疲れさ

までした。

暫時休憩いたします。

午前10時55分休憩

午前10時59分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

報告事項等について、局長の説明を求めます。

○四本企業局長 企業局でございます。よろし

くお願いいたします。

説明に入ります前に、一言お礼を申し上げま

す。

後ほど御説明いたしますけれども、先月の21

日に、小林市野尻町で開催をいたしました緑の

ダム造成事業記念植樹祭には、重松委員長に御

出席を賜りました。お忙しい中、まことにあり

がとうございました。

それでは、お手元に配付をしております文教

警察企業常任委員会資料の目次をお開きいただ

きたいと思います。

本日は、その他報告事項でございますが、平

成27年度各事業の上半期の状況について、緑の

ダム造成事業記念植樹祭について、元気チャー

ジ！若者世代ゴルフ交流推進事業について及び

一ツ瀬川県民ゴルフ場開業25周年記念事業「オ

ープン記念コンペ」についての４件につきまし
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て報告をさせていただきます。

詳細は担当課長から説明をさせますので、よ

ろしくお願いいたします。

○重松委員長 局長の概要説明が終了いたしま

した。

続きまして、報告事項の説明を求めます。

○沼口総務課長 それでは、その他報告事項の

説明をさせていただきます。

資料の１ページをお開きいただきたいと思い

ます。

平成27年度各事業の上半期の状況について御

報告をいたします。

まず、１、電気事業の業務状況についてであ

ります。

（１）の事業の概況、①の供給電力量の太枠

の欄をごらんください。

上半期は、降雨量が平年を上回ったことから、

供給電力量の実績は４億1,499万1,000キロワッ

トアワーで、目標に対する達成率は115.5％と

なっております。

次に、②の電力料金収入の太枠の欄をごらん

ください。電力料金収入の実績は23億5,400万円

余で、達成率は102.6％となっております。

２ページをごらんください。

（２）の収益的収入及び支出の状況でありま

す。

ここでは、電力供給等の経営活動に伴う収益

的収入及び支出について御説明いたします。

アの収入の太枠の欄をごらんください。事業

収益の収入済額は25億5,400万円余で、予算額に

対する収入率は53.5％となっております。

このうち、営業収益、収入済額の欄の一番上

のほうをごらんいただきたいと思います。収入

済額が23億6,700万円余となっておりますが、こ

れは、先ほども申し上げましたとおり、降雨量

の増加に伴い、電力料収入を順調に確保したこ

とによるものであります。

次に、イの支出の太枠の欄をごらんください。

執行済額は16億9,800万円余で、予算額に対する

執行率は38.2％となっております。

３ページをお願いいたします。

２、工業用水道事業の業務状況についてであ

ります。

（１）の事業の概況、①の給水状況の太枠の

欄をごらんください。

上半期は、常時使用水量の実績が1,014万6,000

立方メートルと目標に届かなかったことから、

達成率は97.1％となっております。

次に、②の給水料金収入の太枠の欄をごらん

ください。

給水料金収入の実績は１億6,500万円余で、達

成率は99.3％となっております。

４ページをお願いいたします。

（２）の収益的収入及び支出の状況でありま

す。

ここでは、工業用水供給等の経営活動に伴う

収益的収入及び支出につきまして御説明をいた

します。

アの収入の太枠の欄をごらんください。事業

収益の収入済額は２億200万円余で、予算額に対

する収入率は51.8％となっております。

次に、イの支出の太枠の欄をごらんください。

事業費の執行済額は１億900万円余で、予算額に

対する執行率は28.4％となっております。

５ページをお願い申し上げます。

３、地域振興事業の業務状況についてであり

ます。

（１）の事業の概況、①のゴルフコース利用

状況の太枠の欄をごらんください。

上半期の利用者数の実績は、合計で１万4,035
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人で、達成率は89.4％と目標を下回っておりま

す。

これは、例年に比べまして雨の日が多かった

ことによるものであります。

次に、②の施設利用料収入の実績の欄をごら

んください。

指定管理者からの納付金1,000万円余でありま

す。

６ページをごらんください。

（２）の収益的収入及び支出の状況でありま

す。

ここでは、ゴルフ場運営等の経営活動に伴う

収益的収入及び支出について御説明いたします。

アの収入の太枠の欄をごらんください。

事業収益の収入済額は1,300万円余で、予算額

に対する収入率は54.6％となっております。

次に、イの支出の太枠の欄をごらんください。

事業費の執行済額は1,000万円余で、予算額に

対する執行率は49.9％となっております。

各事業の上半期の状況についての御報告は以

上となります。

引き続きまして、緑のダム造成事業記念植樹

祭について御報告いたします。

資料の７ページをお願い申し上げます。

１の趣旨のとおり、企業局では、発電事業を

行うダム上流域の未植栽地等を取得、植林し、

水源涵養機能の高い森林として整備し、安定的

な電力供給等に資する緑のダム造成事業を行っ

ております。

この事業の一環として、山林の果たす役割や

局事業への理解を深めてもらうことを目的に、

地元小学生等による記念植樹祭を毎年実施して

おり、今回で９回目となります。

２の開催日等でありますが、ことしは先月21

日に、今年度取得いたしました小林市野尻町東

麓の山林で実施いたしました。

３の参加者でありますが、重松委員長を初め

とする御来賓の方々や地元小学校の児童、保護

者など、総勢132名に御参加いただきました。

４の内容でございますが、当日は薄日が差す

中、来賓の方々や児童代表による記念植樹、参

加者全員での桜やサザンカなどの植樹を行った

後、太陽光パネル等を使った新エネルギーの紹

介、高性能林業機械の実演なども行ったところ

でございます。

参加していただいた子供たちには、この植樹

祭を通じて、山林の果たす役割や木を育てる大

切さなどが実感できたのではないかと考えてお

ります。

私からの説明は以上であります。

○森本経営企画監 私からは、一ツ瀬川県民ゴ

ルフ場で開催いたしました２つの事業につきま

して御報告いたします。

資料の８ページをごらんください。

まず最初に、元気チャージ！若者世代ゴルフ

交流推進事業につきましてであります。

この事業は、今年度の新規事業として実施し

たものでありまして、１の趣旨にありますよう

に、出会いの機会が少ない若者世代に、ゴルフ

を通じた気軽な交流の場を提供し、ゴルフ人口

の増加や一ツ瀬川県民ゴルフ場の利用促進等に

つなげることを目的とした、県内在住の20代男

女でゴルフ初心者の方々を対象として、ゴルフ

イベントを開催したものでございます。

２の参加者でありますが、男女19名ずつの38

名でございました。宮崎市や新富町を初め、都

城市、小林市、日向市からも参加いただいてお

ります。

３の内容でありますが、まず、練習会といた

しまして、10月９日、17日、18日の３日間のい
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ずれか１日に参加していただき、宮崎市内のゴ

ルフ練習場で、マナーやルール等に関する講義

とフォームの指導等を実施いたしました。左上

の写真がそのときの様子でございます。

その上で、全体交流会を11月７日に、一ツ瀬

川県民ゴルフ場で実施いたしました。

まず、午前中は実技指導を行い、食事会で交

流した後に、練習グリーンを利用したミニゲー

ム、そして、コースを利用したマッチプレーを

行い、最後に表彰式を行いました。残りの３枚

の写真がそのときの様子でございます。

参加者は事前の練習会で顔なじみになってい

るということもありまして、すぐに打ち解けて、

あちらこちらで歓声が上がるなど、大変盛り上

がったイベントとなりました。

なお、この様子は、後日、地元のテレビ局の

情報番組の中で取り上げられておりまして、イ

ベントの状況や一ツ瀬川県民ゴルフ場の紹介が

なされております。

今回のイベントが、今後の若年層のゴルフ人

口の増加や一ツ瀬川県民ゴルフ場の利用促進に

つながっていくということを期待しているとこ

ろでございます。

続きまして、９ページをお開きください。

一ツ瀬川県民ゴルフ場開業25周年記念事業「オ

ープン記念コンペ」についてであります。

１の趣旨でありますが、11月１日に同ゴルフ

場が開業25周年記念を迎えたことから、利用者

の皆様への感謝の意味を込めまして、８月に開

催したペアゴルフマッチに続く、第２弾の記念

イベントとしまして、オープン参加のゴルフコ

ンペを開催いたしました。

２の開催日でありますが、11月８日の日曜日

に実施いたしております。

３の参加者でありますが、当初の予定を上回

る172名の方に参加いただいており、下は11歳の

小学５年生の女子児童から、上は88歳の男性ま

で、幅広い年齢の方々が宮崎市や新富町、都城

市、延岡市、日向市などから参加をいただいて

おるところでございます。

ちなみに、女子児童のスコアは88、88歳の男

性のスコアは105ということでございまして、参

加者のレベルの高さに驚いているところでござ

います。

当日の表彰式の写真を掲載しております。左

の写真にありますように、サービスセンターの

食堂には座り切れないほど多くの方々に参加し

ていただき、右の写真のように、入賞者等への

表彰、そして賞品授与を行いました。今回は25

周年記念ということもありまして、宮崎牛など

県産品を中心として賞品を多数用意いたしてお

ります。参加者の皆様には大変喜んでいただ

き、25周年記念を盛大に祝うことができました。

なお、４のその他にありますとおり、オープ

ン25周年を記念する第３弾イベントといたしま

して、クリスマスコンペを12月23日の祝日に開

催することとしております。

私ども企業局としましては、25周年を一つの

節目としまして、引き続き指定管理者との連携

を図りながら、一層のサービス向上に努め、県

民の皆様に親しまれるゴルフ場を目指してまい

りたいと考えております。

私からの説明は以上でございます。

○重松委員長 執行部の説明が終了しました。

その他の報告事項について質疑はありませんか。

○井本委員 元気チャージ。これは、なかなか

いいね。これは金がかかってるとね。

○森本経営企画監 企業局の予算で約280万ほ

ど。

○井本委員 これで280万かかっとる。ちょっと
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かけ過ぎ。もうちょっとかからんで何度も繰り

返しできるといいね。ちょっとかけ過ぎじゃな

いか。

○森本経営企画監 これ、結構大好評でござい

ました。アンケート等もありまして。

○井本委員 そりゃ280万かけたら。

○森本経営企画監 テレビ放送もありまして。

○井本委員 280万ということは38人に幾らずつ

かけてる。随分、かけ過ぎじゃないかな。どん

なところに諸費がかかるの。

○森本経営企画監 まず、これは、地元のそう

いうＰＲ会社といいますか、テレビ関係の会社

に委託しておりまして、そこの中でＰＲ、それ

から募集からいろんな経費がかかっております。

例えばテレビＣＭが結構大きいものでございま

す。テレビＣＭにかかる費用が114万ほどかかっ

ておりまして、あと、交流会の練習経費、それ

から、その実施経費、あと懇親会、それからやっ

ぱりＰＲにかかる費用がさらにプラスです。

○井本委員 もうちょっと安くしたらいいな。

○中野委員 １ページの供給電力量。このあい

だ九電の支店長とちょっといろいろ話をしたら、

ことしは、また電気が足らんから節電してくだ

さいという話で、節電はいいんですけれども。

この供給電力量は、企業局の売電契約というか、

これは条件があるんですか。どんどん雨が降っ

て、予定以上に供給できた場合、九電として余

るわけになるわけじゃないですか。そういうと

きは上限が来たらどうするんですか。そこの契

約はどうなっているんですか。

○森本経営企画監 契約は、発電した電力は全

て買い取ってもらうという契約になっておりま

すので、そういう条件はございません。

○中野委員 もう一つ。工業用水は、目標とか

あるけれども、これどうなんですか。日向地区

の工業用水というのは、かなり景気に関係があ

るかなと思うんだが、使用量という実績は、例

えば３年前と比較して、今ちょっと景気は上昇

ぎみであるけれども、そういう景気状況との関

係はどうなんですか。

○森本経営企画監 確かに、上昇傾向にはあり

まして、そういうのを見込んだ使用計画という

のを受けて、うちのほうも目標としたところで

ございますが、若干比較のところでマイナスマ

ークがいっぱい出てきております。この理由な

んですけれども、リチウムイオン電池の材料を

扱う会社のほうが思ったほどまだ伸びないとい

う状況があるようでございまして、その分で生

産の調整等を行うことがあったそうでございま

す。それでちょっと下がりぎみと、落ちぎみと

いうところになっているようでございます。

○中野委員 まず、３年前と比較すると、全体

的には使用量はふえているということ。

○森本経営企画監 全体的には使用量の伸びと

いうのはあります。さらに、中国木材とか新た

な企業等も入ってきておりますので、伸びては

いるというところでございます。

○緒嶋委員 緑のダム造成事業。今、これは未

植栽地というか、かなり伐採したのに木を植え

ないような山がダムの上流にあれば、企業局な

んかがそこを取得してできるだけ未植栽地がな

いように。今、土地の値段もそうまで高くない。

これは、まだやるべきだと思うんですけれども、

今後の展開を企業局としてはどう考えておられ

るんですか。

○沼口総務課長 これは20年間で大体1,000ヘク

タールを取得すると。今の時点では、約10年たっ

ておりますので約500ヘクタールぐらい取得をし

てきたと。あと500ヘクタールを今後、取得して

いくと。これは山の木が植わってないところ、
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ダムの上流域の木が植わってないところ、ある

いは近々、伐採を行われるところ、そういった

ところを精力的に買収してまいりたいと。ただ、

土地を買いまして植林をするだけじゃ木が育ち

ませんので、実際の事業年度としては、平成78

年度までを予定しておりまして、下刈りとか間

伐とか、いろいろやりながら山を育てていくと

いうような事業でございます。

○緒嶋委員 実のなる木とか、野鳥の餌になる

とか、そういう自然の景観も含めて、ぜひこう

いうような種類の多い植栽というのは大変いい

と思いますので、今後ともこういうようなスタ

イルを中心に考えられるといいんじゃないかな

と思いますので、これぜひ続けてください。

○中野委員 ちょっと関連。今、下刈りとか育

林に費用というのは年間どれぐらいですか。

○沼口総務課長 26年度の実績でございますが、

下刈りのみでは1,300万円余となっております。

あと、植林とか、そういったのもございますの

で。

○井本委員 企業局では、今後、バイオ発電は

考えているんですか。

○四本企業局長 企業局は、従来、水力発電を

やってきておりまして、その関係のノウハウや

経験は、蓄積されておるわけで職員も詳しいわ

けでございますが、バイオ発電とか、太陽光と

か、あと風力とかいろいろあるわけでございま

すけれども、これについては、何せノウハウが

ないんです。太陽光は、一部、企業局の遊休地

みたいなところに小規模のものを設置はいたし

ておりますが、基本的にはあんまりちょっとど

うかなと思っております。

○重松委員長 ほか、ございますか。

その他、何かございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、以上をもって企業局

を終了いたします。執行部の皆様、お疲れさま

でした。

暫時休憩いたします。

午前11時24分休憩

午前11時28分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

それでは、今回、当委員会に付託されました

議案等について教育長の説明を求めます。

○飛田教育長 教育委員会でございます。よろ

しくお願いいたします。

初めに、おわびを申し上げます。

まず、先日、県立高校の非常勤講師が、県青

少年健全育成条例違反で罰金刑を受けるという

事案が発生いたしました。

県議会を初め、県民の皆様方に深くおわびを

申し上げます。申しわけございませんでした。

事実関係の確認ができ次第、処分等厳正に対処

してまいります。職員の綱紀保持及び服務規律

の遵守につきましては、特に、今回は非常勤講

師で、週に何回しか来ないというような職員で

したので、そういうところも含めて、指導の徹

底を図ってまいりたいと考えております。

次に、宮崎海洋高校の航海実習中の暴行事件

についてであります。

暴行事件に職員や乗組員が気がつかず、とめ

ることができなかったこと、そして、継続した

ことは痛恨の極みであります。被害を受け、心

を痛め続けた生徒さん、そして、御両親に心か

らおわびを申し上げます。

また、御心配をおかけしました県議会を初め、

県民の皆様方にも深くおわびを申し上げます。

今後、しっかりと検証をして、あらゆる改善

策を講じ、再発防止に万全を尽くしてまいりま
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す。申しわけございませんでした。

次に、お礼を申し上げます。

11月８日に開催されました宮崎県立美術館開

館20周年記念式典に、重松委員長を初め、委員

の皆様方に御臨席をいただき、まことにありが

とうございました。

また、11月13日は、国民体育大会と九州ブロッ

ク大会の解団式に、中野副議長、そして、日高

副委員長に御臨席いただき、来年の岩手国体に

向けて力強い激励を賜りました。ありがとうご

ざいました。

また、常日ごろから、学校や社会教育施設等

におけるさまざまな行事にも出席をいただいて

激励をいただいておりますことにも、心からお

礼を申し上げたいと思います。重ねてありがと

うございます。

お手元の文教警察企業常任委員会資料をお願

いいたします。

１枚めくっていただいて、目次をごらんくだ

さい。今回、御審議いただきます議案は、議案

第５号の「宮崎県美術品等取得基金条例の一部

を改正する条例について」の１件でございます。

また、報告事項につきましては、損害賠償額

を定めたことについての１件でございます。

さらに、その他の報告事項といたしましては、

妻高等学校と西都商業高等学校の統合について

など、６件を説明させていただきます。

引き続き、関係課長が説明いたしますので、

御審議のほどよろしくお願いします。

なお、本日は、教育振興次長の川﨑辰巳が病

気療養のため、本委員会を欠席させていただい

ております。また、学校支援監の永山良宣が体

調不良のため、本委員会を欠席させていただい

ておりますので、代理といたしまして、学校政

策課課長補佐の黒木貴が出席いたしております

ので、よろしくお願いいたします。

私からは以上でございます。

○重松委員長 教育長の概要説明が終了いたし

ました。

初めに、議案に関する説明を求めます。

○恵利生涯学習課長 生涯学習課でございます。

常任委員会資料の１ページをごらんください。

宮崎県美術品等取得基金条例の一部を改正す

る条例についてでございます。

現基金は、美術品等購入後、基本的には次年

度以降に一般会計から購入金額と同額を繰り入

れ、３億円を維持しなければならないことを前

提としている定額運用型であり、平成15年度か

ら現在まで、予算の確保が見通せないため、美

術品の購入が難しい状況が続いております。

しかしながら、県立美術館が本県の芸術・文

化の振興という役割を果たしていくためには、

収集方針に沿って美術品等の購入を効果的に行

い、魅力を高めていく必要があると考えます。

そこで、本年度、開館20周年を迎えるこの機

に、現基金の条例を改正して、積立取崩型基金

として、基金による美術品等取得の再開に道筋

をつけたいと考えております。

宮崎県美術品等取得基金条例の第２条、第４

条、第６条を改正したいと考えております。

なお、このような定額運用型基金は、本県の

基金の中では本基金のみでございます。

条例改正後は、全国的に評価の高い海外のす

ぐれた作品や瑛九など本県にゆかりのある作家

の作品を収集し、県立美術館の収蔵コレクショ

ンをより充実させることで、これまで以上に県

立美術館の魅力を発信していきたいと考えてお

ります。

以上でございます。

○重松委員長 執行部の説明が終了いたしまし
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た。議案についての質疑はありませんか。

○緒嶋委員 これは、いろいろ私も委員会で申

し上げたとおり、こうなってよかったと思うん

ですけれども。条例は変わったけれども、基金

を有効活用しなければ意味がないわけです。そ

ういう意味では、この前も一般質問でちょっと

出とったけれども、何か頭の中には欲しいもの

が見えておりますか。

○川越県立美術館副館長 当委員会からの力添

えもいただき、条例改正案が提出ということで

本当にありがたいと思っているところでありま

す。

条例改正がなされましたら、収集方針にあり

ます３つの方針ですけれども、その中で、候補

作品を絞っていきたいと思っておるところです。

例えば、海外の作品につきましては、今、海外

の投機市場とかで結構金額が高くなっていると

ころもございますので、再開の第一弾としまし

ては国内作家、そのあたりを考えているところ

であります。

当美術館には、版画とかデッサンとかは収蔵

しているんですけれども、メインとなる油絵は

収蔵してない作家もございます。そのあたりの

有名な作家、人気のある作家から、まず購入を

していきまして、展示の魅力を増していきたい

と考えているところでございます。

○緒嶋委員 そういうのを取得されることに

よって、美術館に足を運ぶ人がふえなければ取

得した意味はないわけです。そこ辺も頭に入れ

ながら、できるだけ有効活用して。美術に親し

む人がふえるということは、大変重要なことだ

から。特に美術館、博物館も図書館もすぐ近く

にあるというのは学習的にも、これはほかのと

ころにない位置づけにもなるわけだから、それ

ぞれの３施設が連携をしながら、魅力ある美術

館のグレードアップをぜひ頑張ってほしいとい

うことを私は要望しておきます。

○重松委員長 関連ございますか。ほか、ござ

いますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 次に、報告事項に関する説明を

求めます。

○西田教職員課長 教職員課であります。

損害賠償額を定めたことについて御報告いた

します。

別冊の平成27年11月定例県議会提出報告書を

お願いします。別紙１のところ、３ページをお

開きください。

下から２段目の車両損傷事故の事案について

でありますが、平成27年９月２日に、県立日南

くろしお支援学校の敷地内において、日々雇用

賃金職員が草刈り作業を行っている最中に、は

じいた小石が駐車中の相手方車両の後部に当た

り、ガラスを破損したものであります。

損害賠償額は、10万4,000円、専決年月日は、

平成27年10月20日でございます。

なお、今回の件を踏まえまして、学校や職員

に対して、これまで以上に作業中の安全配慮に

留意するよう、注意喚起を行ったところであり

ます。

教職員課の報告は以上であります。

○重松委員長 執行部の説明が終了いたしまし

た。報告事項について質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 次に、その他の報告に関する説

明を求めます。

○川越学校政策課長 学校政策課でございます。

４項目ございますので、説明させていただきま

す。

まず、資料の２ページをおあけください。
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妻高等学校と西都商業高等学校の統合につい

て御説明いたします。

これまでの経緯につきましては、３つ示して

ございます。

（１）の西都市県立高等学校活性化研究協議

会であります。

平成23年より、西都市におきまして、両校の

今後の活性化について、地元の関係者による定

例の協議会を開催しております。

協議会の主要メンバーについては、ごらんの

とおりでございます。

（２）の宮崎県立高等学校教育整備計画（中

期実施計画）における考え方でありますが、こ

れにつきましては、ことしの５月に策定し、公

表しまして、常任委員会におきまして御報告さ

せていただきました。

その中で、妻高等学校及び３学級規模の西都

商業高等学校については、同一市内に２校があ

る状況を踏まえるとともに、定員の充足状況等

を注視しながら、統廃合等の適否も含め、今後

の学校のあり方について検討していきますと記

載しております。

（３）の協議会からの要望の提出であります

が、ことしの９月28日に、協議会が要望書を知

事、県議会、県教育委員会に提出をされました。

内容につきましては、そこに書いてございま

すが、１学年７学級以上を確保、もう一つは、

生徒の進学ニーズに応じた新学科または新コー

スの設置でありました。

２の県教育委員会としての主な方針でござい

ますが、５つ示しております。

（１）の新高校の開校時期につきましては、

平成30年４月としております。

（２）１学年の学級数につきましては、１学

年７学級を基本に検討を行うこととしておりま

す。

（３）学科の構成につきましては、既設の学

科を基本としながらも、新学科または新コース

の設置について検討を行うこととしております。

（４）の新高校の敷地につきましては、現在

の妻高校の敷地を活用することとしております。

（５）新高校名、募集定員等につきましては、

平成29年７月に発表することとしております。

主に以上の５つの方針を、11月13日に記者発

表させていただいたところであります。

続きまして、資料の３ページをごらんくださ

い。

串間市の連携型中高一貫校の設置でございま

すが、まず、連携型中高一貫教育校について御

説明させていただきます。

４ページをごらんください。

中高一貫教育校には３つのタイプがございま

す。

１つ目が、中等教育学校であります。

宮崎県内では五ヶ瀬中等教育学校が該当しま

す。１つの学校において一体的に６年間を見通

した中高一貫教育を行うものでありますが、高

等学校に相当する後期課程から入学することは

できません。

２つ目です。併設型中高一貫教育校でありま

す。

宮崎県内では、宮崎西高校附属中学校・宮崎

西高校と、都城泉ヶ丘高校附属中学校・都城泉ヶ

丘高校の２つが該当しております。附属中学校

の生徒は全て高等学校に進学し、その際は入試

を行いません。ただし、他の中学からの受験が

可能であります。俗に、私立の中高一貫のイメ

ージを持っていただけたらおわかりだと思いま

す。

３つ目の、連携型でございます。中高一貫教
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育校でございますが、今回、串間市に設置する

のはこのタイプであります。県内では初めての

設置ということになりますが、生徒数が減少し、

学校が小規模化していく中で、学校の魅力を維

持・発展させる方法としてでございます。具体

的には、教育課程上、年間を通して中学校と高

校の相互乗り入れ授業が可能であること、中学

生が高校の先生の授業を受けることで、ややレ

ベルの高い発展的な学習ができる。高校生が中

学校の先生の授業を受けることで、基礎的な内

容を中心とした学び直しの学習ができるなど、

生徒の習熟に応じた指導ができるということ。

中学生と高校生が合同で学校行事、部活動を行

うことにより社会性が育つなどの点が考えられ

ます。

資料の３ページにお戻りください。

串間市の連携型中高一貫校の設置についてで

ございますが、経緯について６点、説明いたし

ます。

（１）串間市における小中高一貫教育の取組

であります。

平成20年から「くしま学」と称される小中高

を一貫した地域学習を実施しており、一貫教育

の基盤がございました。

２つ目です。福島高校を育てる市民の会とい

うのがございますが、その開催についてでござ

います。

平成23年２月から、福島高校の存続と今後の

活性化について、地元の関係者が協議会を定期

的に開催しております。

（３）の県教育委員会における中高一貫教育

のモデル地区の指定でございます。

県教育委員会は、平成26年度、27年度に串間

市を連携型の中高一貫教育校のモデル地区に指

定して、調査・研究を進めております。

（４）の串間市内の中学校の統合であります

が、串間市は昨年、市内の６中学校を１校に統

合する条例案を可決し、平成29年４月に串間市

立串間中学校を開校予定としております。

５つ目でございます。先ほど申し上げました

が、県立高等学校教育整備計画（中期実施計画）

の策定・公表は、常任委員会で御報告させてい

ただきましたが、福島高校についての表記につ

きましては、「３学級規模の福島高校については、

地域における中高一貫教育の取組や定員の充足

状況を注視しながら、統廃合等や連携型中高一

貫教育校開設の適否も含めて、今後のあり方に

ついて検討していきます」と記載しております。

６つ目です。市民の会からの要望書の提出が

ございました。

10月21日に、市民の会が要望書を知事、県議

会、県教育委員会に提出をされました。

要望の内容としましては、そこに書いており

ますが、串間市内の中学校統合を機に、串間市

立串間中学校と福島高等学校の連携型中高一貫

校を開設することでありました。

県教育委員会の主な方針としましては、４つ

です。

（１）の設置時期は、平成29年４月としてお

ります。

（２）施設につきましては、両校のそれぞれ

の施設をそのまま活用いたします。

（３）施設の背景につきましては、３点ほど

ございます。

１つ目は、現在、福島高等学校に在籍してる

生徒の98％は串間市内の中学校卒業生であるこ

と。そのため、両校が連携した教育を行うこと

で、６年間の一貫した教育を推進することがで

きるという点であります。

２つ目は、串間市の中学校が１つに統合され
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ることから、串間市内における中学校１校、高

等学校１校ということとなり、緊密な連携を図

ることができるという点であります。

最後の３つ目ですが、串間中学校と福島高等

学校の距離が非常に近うございます。900メート

ルでございますが、教員、生徒の移動がスムー

ズにできるという点でございます。

（４）平成29年度における福島高等学校の募

集定員、入試のあり方等につきましては、平成28

年７月に発表いたします。

以上の４つの方針を、11月13日に記者発表さ

せていただきました。

続きまして、５ページでございます。

平成27年10月末現在の県立高校生の就職内定

状況について御説明いたします。

１の平成27年10月31日現在の就職内定状況を

ごらんください。

平成27年度の卒業予定者は、男女合計で7,477

人であります。

次に、就職希望者数につきましては、県内

が1,255人、県外が1,094人、合計2,349人であり

ます。

就職内定者数につきましては、県内が873人、

県外が851人、合わせて1,724人となっておりま

す。

内定率で見ますと、県内が69.6％、県外が77.8

％、全体の内定率は73.4％でありました。

10月末の県内の就職内定率が平成26年の62.3

％、平成25年度の58.9％と比較しまして非常に

高かったのは、県内の企業がこれまでより早い

時期に求人を出していただいたこと、生徒の受

験が早まり内定の数がふえたことによるものと

思われます。

また、各学校において、生徒が本当に行きた

い企業に合格させるという意識で、学校を挙げ

て面接指導等に当たったことも、この結果につ

ながったと考えております。

県教育委員会としましては、今後とも、ハロ

ーワーク等の関係機関、学校と緊密に連携しな

がら、就職内定率の向上に努めてまいりたいと

考えております。

最後でございます。全国学力・学習状況調査

における学校の状況についてでございます。

６ページをごらんください。

１、市町村ごとの状況分析についてでありま

す。

（１）経年比較表と（２）の経年比較グラフ

は、ある市町村の全中学校の平均正答率等を示

しました表のサンプルでございます。

表の上から、年度、100％換算全国平均、100

％換算○○町平均とあります。

この100％換算とは、平均正答率の合計を100

点満点で換算した場合、何点になるかを示した

数字であります。

その下が、全国平均との差で、平成19年度で

説明しますと、○○町平均が73.8で、全国平均

が71.5ですので、2.3ポイントプラスというのが

全国平均との差になります。

さらに、一番下は、県内の市町村順位を示し

ております。

この表の中で、特に全国平均との差を網かけ

しておりますが、この値の経年変化をグラフ化

したものが、（２）経年比較グラフ（例）であり

ます。

県教育委員会では、県内26市町村全てについ

て、この表とグラフを作成し、学力の動向を把

握・分析すると同時に、市町村教育長に加え、

校長にも今回、配付したところでございます。

次に、７ページをごらんください。

２の学校ごとの状況分析であります。
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まず、（１）学力調査の経年比較表（例）をご

らんください。

これは、ある小学校の全国学力・学習状況調

査と、県独自の調査であります「みやざき学力

調査」の状況をまとめたものです。

表の左から、学校名、調査の種類、調査年度、

各教科区分の状況を順に示し、表の右のほうに

あります合計と100％換算した値を示しておりま

す。

全国学力の平成27年度をごらんください。上

から、自校、県との差、全国との差を示してお

ります。

国語Ａで説明いたしますと、自校の国語Ａの

平均正答率が70.4％で、県平均との差がマイナ

ス1.7、全国平均との差がプラス0.4であること

を示しております。

このように、各教科区分の状況を示して、316

が自校の平均正答率の合計、その下の2.2が県平

均との差、マイナス0.7が全国平均との差を示し

ております。

一番右の欄には、先ほどの市町村の表と同じ

く、平均正答率を100％換算した数値である63.1

が示されています。この学校の場合、県平均と

の差はプラス0.4、全国平均との差はマイナス0.2

であります。

同様に、平成26年度の状況もその下に示して

おります。なお、平成26年度は、理科について

は実施されておりません。

一番下に、みやざき学力調査の状況を示して

おります。みやざき学力調査は、小学校５年と

中学校２年を対象に、本県独自に行っている学

力調査でありますので、県平均との差を示して

おります。

（２）学力調査の経年比較グラフ（例）をご

らんください。

まず、グラフは２種類ありますが、実線のほ

うから説明いたしますと、これは、上の表の（ｃ）

から（ａ）の値の推移を示しておるものです。

（ｃ）は、平成26年度のみやざき学力調査の県

平均とその学校の平均との差を示しております。

つまり、ことし６年生の児童が、昨年度５年生

のときの結果でございます。したがって、同じ

子供が昨年度から本年度にかけてどのように学

力が推移したかが見てとれます。この学校では、

３点近く平均正答率が伸びており、５年生での

指導や学校での学力向上の取り組みの成果があ

る程度見てとれると思います。

次に、点線は上の表の網かけで示しました

（ｂ）の平成26年度全国学力・学習状況調査の

県平均とその学校との差から（ａ）の平成27年

度全国の県平均とその学校との差の推移を示し

たものです。これらは、昨年度の６年生の結果

と本年度の６年生の結果を比較したものです。

調査の対象者が異なりますが、学校全体として

どのような傾向があるのかが見てとれます。こ

の学校は、昨年度に比べやや下降傾向にあるこ

とがわかります。

県教育委員会では、全ての学校について資料

をもとに分析を進め、指導の成果があらわれて

いる学校と課題のある学校の把握を進め、この

結果についても市町村教育長と校長に配布し、

説明したところであります。

８ページをごらんください。

３、教科（領域）ごとの正答率の状況です。

ここには、○○市の全小学校の教科（領域）

ごとの正答率を示した表の例で、国語Ａに関す

る状況を示しております。

一番上の欄をごらんください。左から、国語

Ａという教科区分の名前、児童数、平均正答率、

標準偏差、領域等別の平均正答率を示しており
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ます。国語Ａでは、話すこと・聞くこと、書く

こと、読むこと、言語活動といった領域がござ

います。

その右には、問題形式別の平均正答率を示し

ております。問題形式には、選択式、短答式、

記述式があります。国語Ａでは、記述式の問題

は１問もありませんでしたので、空欄となって

おります。

一番右には、設問別平均正答率を示しており

ます。全部で14問ありますが、紙幅の関係で途

中は省略しております。

このように、領域や問題形式、設問別の平均

正答率を、全国、宮崎県、市町村教育委員会、

各学校というように比較してみることができる

ようにしており、各学校ではどの領域や問題に

課題があるのかを把握し、課題解決を図るよう

指導しているところであります。

最後です。４の分析を踏まえた今後の対応で

あります。

まず、（１）各市町村や各学校の現状について

課題を共有し、解決に向け共通実践、について

です。

児童生徒の学力の実態について、県と市町村

教育委員会、校長代表等が協働して分析・考察

を行い、課題を共有化し、課題解決の方策につ

いて共通認識を図りながら、その着実な実践を

推進してまいります。

次に、（２）学校への指導であります。

①の学力調査の結果を踏まえ、学力が低下傾

向にある学校や、数年続けて下位の学校に対す

る重点的な訪問を行い、学習内容の定着を図る

指導や個に応じた指導の充実が図れているかを

検証します。

②児童生徒一人一人の学力の着実な定着を図

るためのポイントとして、例えば、学習内容定

着の時間の確保などを研修会で具体的に指導し

てまいります。

③全ての学校に対して、指導改善計画の作成

を求め、改善状況について学校訪問によるチェッ

クをしてまいります。

最後に、（３）の人事上の対応でございますが、

①の学力分析の結果をもとに、特に課題のある

学校に対しましては、職員の定数を超えて加配

教員の配置に努めてまいります。

②の学力に特に課題のある学校に対しまして

は、管理職の人事を考慮するとともに、指導教

諭やスーパーティーチャー等の指導力のある教

員を配置するなど、人事上の工夫を行ってまい

ります。

以上、学校政策課の説明を終わります。

○重松委員長 ありがとうございました。

それでは、12時になりまして、あと、２課残っ

ております。それから、質疑が残っております

ので、一旦ここで休憩しまして、１時から再開

ということで考えておりますが、よろしいでしょ

うか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 そのようにさせていただきます。

１時から再開いたしますので、よろしくお願い

いたします。

暫時休憩いたします。

午後０時１分休憩

午後１時０分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

○川越学校政策課長 申しわけありません。資

料の訂正をお願いいたします。

文教警察企業常任委員会資料の７ページでご

ざいます。（２）の学力調査の経年比較グラフ

（例）の下のほうに、全国平均との差（ポイン
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ト）と書いてございますが、この全国は、県の

間違いでございます。訂正をお願いいたします。

なお、先ほどの私の説明につきましての訂正

はございません。よろしくお願いいたします。

以上でございます。

○古木スポーツ振興課長 スポーツ振興課でご

ざいます。

資料の９ページをお願いいたします。

全国大会等の結果についてであります。

まず、１、第70回国民体育大会「2015紀の国

わかやま国体」の結果についてでございます。

（１）の総合成績でありますが、本県の男女

総合成績であります天皇杯は707.5点となり、順

位は42位となりました。

（２）の成績の推移でありますが、この表は、

平成18年からことしまでの天皇杯順位及び競技

得点の推移を示しておりまして、参加点であ

る400点を除く今大会の競技得点は307.5点であ

りました。

（３）の成年少年、男女別競技得点でありま

すが、競技得点を種別ごとに昨年と比較します

と、成年女子は25.5点で8.5点、微増しましたが、

成年男子は171点で161.5点の減、少年男子は82

点で52点の減、少年女子は29点で88.5点の減と

昨年を下回りました。

また、成年が196.5点、少年が111点と、６対

４で成年の得点比率が高くなっておりまして、

昨年に続き成年の活躍が大きかったということ

がわかります。

（４）の競技種目別でありますが、①の団体

競技では、サッカー成年男子の２年連続での優

勝を初め、弓道成年男子の準優勝など６競技８

種別で入賞がありました。

続きまして、10ページをお開きください。

②の個人競技では、ボクシング少年男子の齋

藤選手、陸上競技少年女子のメイン桜選手の優

勝を初め、８競技29種目で入賞がありました。

今大会は、昨年の開催県であった長崎県が九

州ブロック大会に復帰した影響もございまして、

九州ブロック国体突破種目が27種目と、目標で

あります40種目に届かず、本国体での厳しい戦

いが予想される中で危機感を持って臨んだ大会

となりました。そのような中でも、５年連続の30

位台以内を目指して、「チームみやざき」を合い

言葉に、最後まで粘り強く戦っていただきまし

て、県民の皆様に、元気・勇気・感動を届けて

いただいたところでございます。

今後、ブロック突破できなかった競技を含め、

少年競技力のさらなる強化と力をつけてきてお

ります成年競技力の安定、長年の課題でありま

す女子競技力の向上等を図り、次年度の岩手国

体や11年後の２巡目国体に向けましても、各競

技団体を初め、関係機関と連携を図りながら、

計画的に選手の育成・強化を進めてまいりたい

と考えております。

続きまして、２のその他の大会の成績につい

てであります。

１のＪＯＣ杯ジュニアオリンピック2015年度

全日本ジュニアレスリング選手権大会では、宮

崎日本大学高等学校２年の松澤大樹選手が、男

子カデットの部で優勝するなど、以下、各種の

全国規模の大会において上位入賞をしておりま

す。

説明は以上でございます。

○西田教職員課長 資料、11ページをお願いい

たします。

「私を変えた先生との出会い」エピソード募

集について説明いたします。

１、目的にありますように、このエピソード

は、県民の皆様に心温まる作品を広く周知する



- 27 -

平成27年12月３日(木)

ことで、教育のすばらしさを再認識していただ

き、県民総ぐるみの教育を推進することを狙い

に、７月から８月にかけて募集したものであり

ます。

10代から70代の幅広い年齢層から全179点の作

品の応募があり、別冊資料のとおり、今後、県

教育委員会において特に紹介したい心温まる作

品22作品を選び、11月７日土曜日に、県庁講堂

にて感謝状贈呈式を開催いたしました。当日

は、22名の寄稿者のうち、20名の皆様に御出席

いただき、その御家族の方25名、エピソードに

あった恩師の方８名にも参加していただいて、

感動的な贈呈式を行うことができました。

今後、県民の皆様に教育のすばらしさを伝え

ていく貴重な資料として、また、県内の教職員

を元気にし、さらに、意欲を高めてもらう資料

として、県教育委員会が作成する資料での紹介

や教育ネットひむかへの掲載など、各方面で活

用してまいりたいと考えております。

説明は以上であります。

○重松委員長 執行部の説明は終了しました。

その他の報告事項について質疑はございません

か。

○井本委員 本会議でも私は質問したんだけれ

ども、中高一貫教育を是とするエビデンスはど

こにあるのかということで、すり合わせの段階

で随分やったけれども、要するに、あんまり根

拠はないという話だったんです。私も、しょう

がないから、あのくらいのことでおさめたんだ

けれども。私は、アメリカ軍が日本を占領して、

日本を弱体化しないといかんということで、６

・３・３・４制、いわゆる単線式の教育を始め

たということを聞いたことがある。それが本当

かどうかわからんけれども、そういう話を聞い

たことがあるんです。日本を弱体化するために

単線化の教育をしよう。というのは、それまで

戦前は複線化の教育をずっとやってきたんです。

アメリカの占領軍が来て、この教育制度はすご

いと。これをやってたら日本は弱体化できんと

いうんで、６・３・３制の単線化をしたという

話を聞いたことがある。その辺の意図は、本当

かどうかわからんけれども。でも、アメリカ軍

が日本を弱体化しようとしたことは間違いない

んです。私は教育改革というなら、本当やった

ら、複線化のいいところは、いわゆる自分の能

力やら個性やらにおいて、いろんなところに右

にも左にも行ける。そこで失敗したら、また、

敗者復活戦みたいなところへ行くことができる

んです。そういうふうになっとるわけです。ヨ

ーロッパは大体複線式です。それが、日本は単

線式でとんとんと行くようになってしまって、

本当に困った制度だなと私は日ごろ思っていた

んだけれども。また、それに拍車をかけるみた

いに中高一貫教育って、それはそれで違うのか

もしれんけれども、何かまさしく、単線化に拍

車をかけるような風潮になっとるんじゃないか

なと思って。だけれども、いろんな専門学校が

できたらそっちのほうに行くような風潮に。自

分の能力を生かして、他のところに行きたいと

いうのが時代の要請です。どうしても、そうい

うふうになるのが本当じゃないかなと私は思う

んです。だから、この一本化、これとこれとは

直接関係ないと言われると確かに直接関係ない

かもしれんけれども、どうも発想は単線化を強

くしてしまうんじゃないのかと思ってちょっと

私は心配するんです。

そんなことで、今まで６・３・３・４制で、

ぷつんぷつんと切っていたところを、もう予算

もまたあったと思うんです。私なんか小学校の

ころは、小学校６年のときは一番上で威張っとっ



- 28 -

平成27年12月３日(木)

たんだけれども、中学校に入ったら今度は一番

下になって、今度は、中学３年のときはまた威

張ってたけれども、また、高校に入って一番下

という、それが繰り返しになり、上のことも下

のこともわかって、また、それもいいんじゃな

いのかなと。繰り返し、上になったり下になっ

たりすることによって、自立心とか人の面倒を

見ようとか、そういう気持ちも出てくるんじゃ

ないのかなと。私は、単に６・３・３・４制を、

また、ぽんぽんと切っているのをつなぐという

発想が、ちょっと単純過ぎるんじゃないのかな

という気がするもんだから。もちろんいいとこ

ろもあるはずなんだけれども、全然悪いところ

がないのかと、デメリットは。その辺の検討は

して、中高一貫とか何とか言っとんのか。きょ

うは、その辺を聞かせてもらいたいと思って。

あそこで言うんだけれども、なかなか通じんかっ

たもんだから。

○川越学校政策課長 昨日の答弁の中で、五ヶ

瀬中等教育学校の話をさせていただきました。

五ヶ瀬中等教育学校は、平成11年に中等教育学

校となったわけですけれども、それまでの学校

の区分は、学校教育法第１条というのがござい

まして、学校というのは幼稚園、小学校、中学

校、高校、そして大学、そして高等専門学校と

いう枠組みだけしかなかったわけです。私立は

中高一貫というのがございましたけれども、公

立の中高一貫がございませんでした。そこで、

風穴をあけたのが、宮崎県で五ヶ瀬中等教育学

校が法律上の明文をつくったという形でやって

おります。

今回、多様な学びで複線化ということでのお

答えにはならないかもしれませんけれども、基

本、高等学校というのは、全日制課程とか定時

制、通信制課程と中で分かれております。全日

制の中でも普通科、職業系学科、そして総合学

科というような分かれ方をして、中においては、

非常に複線型というような形をとっております。

ただ、６・３・３・４制度をもとにした形になっ

ているということで、中身的には若干、時代の

中のニーズを踏まえた学科というもので複線型

というような形をとっているような感じはして

いるところがございます。

○井本委員 それから、そちらに情報が行っと

らんのかもしれん。五ヶ瀬の一貫は、あんなも

のはエビデンスにならんよと言った。全県から

優秀な子を集めてきとって、こんないい成績が

出ました。それは、当たり前だがね。しかも１

校だけやって、それをエビデンスとするのは、

ちょっとおかしい。これは、確かに一つの実験

だから、教育ではエビデンスを出すのは難しい。

だから、私は素直に、これは、はっきりいって

よくわかりませんと、エビデンスは、はっきり

言ってありませんと言っていいからと私は言っ

たんだが、それは結局持って来なかったけれど

も。

だから、しばらく10年、20年、30年ぐらいやっ

て、やっぱり何か支障は出てくるんじゃないか

と思う。そのときに、またもう一回。それは、

一種の実験といえば実験なんだけれども。だけ

ど、要するに、簡単に言えば、いいところばっ

かり見らんでという話です。もしかするとマイ

ナス点が出てくるかもしれんなということと、

それからまた、複線式の教育ということを、頭

の中のどこかに入れといてほしいということで

す。いいです。

○中野委員 私もちょっと五ヶ瀬のことを質問

しようと。今、言ったように、五ヶ瀬が公立で

初めてなったという話で、今、中高一貫と言っ

てるけど、私立なんか昔からやっとるわけです。
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公立がそれになって、何のためにするのかなっ

て、同じ疑問です。

それで、議員になってから初めて五ヶ瀬に行っ

たんです。それで、そこで覚えていることが３

つかな。１つは、卒業生が出て３年目ぐらいか

な。ああいう寄宿舎生活やって、進路がどうなっ

たのか知りたいと思って、私は聞いたわけ。そ

したら、まず、卒業生の名簿がどうなっている

かというのがなかった。今はあるかもしれんけ

れども、そのとき。

そして、私が感心したのは、全寮寄宿舎制の

中で、これは笑い話だけれども、ここはヤギ飼っ

てたもんな。そこの校長先生が、動物の生命力っ

てすごいですよね。老衰でヤギが死んだ後にそ

の子孫が産まれてきたですわ、そんな話。笑い

話で覚えとる。

だから、最初のそういう中高一貫じゃないで

すか。それの、メリット、デメリットというの

が、結局何もなかったということです。そのと

きの話ですよ。まず、卒業生の名簿がなかった。

それと、寄宿舎生活。今、しつけの問題が出

ているけれども、いろいろな経済学の本で、し

つけをしっかりした後は年収が68万違うとか、

いろいろ出ている。そういう意味では、考えて

みたら、かなり違うとかなと。そういう五ヶ瀬

の実態、結果を分析していないということです。

これをぜひやってください。今、井本委員が言

うような。やっぱりあそこのよさ、全寮生活し

て、ニートが少ないとか、いろいろあるかなと

思う。だから、そういう検証がなくて中高一貫

とか、何のためにやるのか。そういう感じを持っ

ていましたから。まず、この五ヶ瀬が一般の高

校とどう違うのか。結果はどうかということで

す。これもぜひ分析してください。

それと、５ページ、県立高校生の就職内定。

私は、これの問題というのは、10年、20年で、

宮崎の製造業事業所が2,500から1,000件減っ

て1,500件になっとるわけ。だから、ただ単にこ

れをする前に、県内の募集状況、文系、事務系

がどうだったかという検証が要るのかなと思う

んです。だから、事業所が減ったということは、

教育委員会の論外の話でしょう。商工観光労働

部の話だけれど、そこ辺の分析も。何ぼ教育長

や知事が回ったとしてても企業は要らん人間は

とりません。これは、単なるパフォーマンスや。

それと、本庄高校は、文系ばっかりです。文

系、総合学科というのがよくわからんです。だ

から、そこ辺の学科の見直し。我々も就職を頼

まれると、事務系というのが一番困るわけ。そ

ういう見直しも,私は今後必要じゃないかなと思

うんですけれども。もうまとめて聞きます。

それと、学力調査。これは、今回初めてこう

いうのをつくったということでいいんですか。

○黒木学校政策課長補佐（振興担当） そうで

ございます。

○中野委員 やればできるわけです。これに、

私が言うならば、全国、宮崎の平均を入れたり

とか。それと、みやざき学力調査を独自にやっ

ているじゃないですか。だから、全国比較がで

きんというんだったら、この宮崎独自のやつで、

県内小中高の把握だって学校ごとにできるわけ

じゃないですか。国富だけでもいろいろ差が違

うわけ。だから、みやざき学力調査でかなり学

校ごとの比較ができるかなと。

それで、要望ですけれども、これを、教育委

員会がつくって学校に示して、結果としてどこ

までフィードバックするかという話もあるし、

ここから先は、私は校長の責任だと思うんです。

だから、ここから先は学校ごとに、担任ごとに、

分析しなさいよと言う。それぐらい校長に私は
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やらせていいと思うんです。私は、そこはしっ

かりやってもらいたい。ぜひ、これをまた学校

におろして、しっかりしてください。

それとあと、これを踏まえて、教育委員会に

は監査でも行ったけれども、はっきりいって、

何してるのか、余りわからんかった。人数だけ

多くて、本当もうちょっとしっかり重みのある

役割をしてください。

それからあと、いい先生とは何かという定義

があった。要は、５年生から６年生になったと

きの学力を引き上げた先生がいい先生ですよっ

て、経済学に書いてあった。それは一つ。それ

と、やっぱり人格は必要だと思う。そういうこ

とを含めて、せっかくここまでできたんですか

ら、１年経てば結果が出ないとおかしいと思う

んです。

私は、教育長の答弁を見とって美しいなと思

うんです。あの美しさがどこまで、みんなに伝

わっているかというと、頭をかしげたくなる。

教育長、やっぱり小学校の先生やら、みんなに

伝わらんとだめ。そこ辺を課長がまたしっかり

受けて、それぞれせんといかんわけで。ぜひ頑

張ってください。

○飛田教育長 いろいろな問題提起をいただき

ましたが、まず、現場に浸透させるという意味

では、実は、学力のことについては、今度、９

日の閉会日に秋田から中学校の校長、小学校の

校長を呼んで、実際にどんな取り組みをしてい

るか、生で語ってもらうと。それから、文部科

学省の担当官も来てもらう。その後、私も自分

の思いを全校長に話をしようと思っています。

それから、いろんな教育の中での改革、学科改

編とかいろいろありましたが、いろんな学科の

見直しを全県下バランスよく考えながら、また

今後とも取り組んでいきたいと考えています。

それから、就職の問題につきましては、おっ

しゃるとおりだと思います。やっぱり事業所が

ないとだめだし、もう一つは、事業所に早く求

人を出してもらわないと、もうほかにみんな目

が行ってしまう。実は、ちょっと状況が変わっ

たのは、私が課長をしていたころは、就職先が、

事業所がなくて。今は、逆になって、恐らく事

業所が従業員を、高卒を獲得できない時代になっ

ているような気がします。この前、答弁もさせ

ていただいたんですが、ちょっと状況が違って、

企業のほうから早く求人を出してもらうとか、

企業から、うちはこんな夢を持って仕事をする

から来てくれんかというようなことをしてもら

う時代が来たかな。そんなことを商工観光労働

部とか労働局と一緒になって取り組んでいきた

いと思います。ありがとうございました。

○中野委員 就職先の募集状況、これも一回、

分析してみてください。技術系か文系か。それ

も考えないといかん。本庄高校は、それにあわ

せて技術系というか、そういった科の見直しを。

宮崎県内の大学進学率が45％ぐらいということ

は、どこかに就職するわけで、就職になると技

術系のほうが大きいんです。そういう学科の見

直しもぜひいろいろ総合的に検討してください。

○田口委員 今の、県内の就職に関して、本会

議でも私は質問しましたし、そのときにも商工

観光労働部に対して言ったのが、商工観光労働

部が何か３年生でいろいろやっているという話

をしていましたんで、３年生じゃ遅いでしょう

と。もう１、２年生のときにやっとかないと、

３年のときには、決まっていると話をして、早

目早目にいろいろやってくださいと申し上げ

とったんですが、もう既にいろいろやっていた

だいているようでして、非常にいい結果も出て

きております。実際、じゃ、求人の時期を早め
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たと言いましたけれども、いつごろだったのが

いつごろに、どれぐらいの早さになったんです

か。

○川越学校政策課長 高校生の採用スケジュー

ルというのは、７月１日で求人票受け付け開始

になっております。８月上旬までに大体三者面

談をしまして、８月中旬に進路先が決定される。

これが一応の流れでございます。どうしても県

内の求人票というのがその後の場合が多かった

ところでございますが、それを、先ほど教育長

の言われたような会で、できるだけ早目に求人

票を出してくれという働きかけをやっていただ

いて、かなり早く求人票を出していただくとい

うことが、出てまいりました。そういったこと

が影響して、県内の就職が若干持ち直してきて

いるという感じはしております。

○田口委員 聞こうと思ったことを、教育長が

それらしきことを言ってくれたんですが、今、

県内で就職が決まっているのが873人ですか。実

際は県内の求人というのは、どれぐらい来てい

るかというのはわかるんですか。

○川越学校政策課長 業種別でよろしいでしょ

うか。

○田口委員 いいです。

○川越学校政策課長 平成27年９月末の現在で、

県内の求人数は2,960でございます。昨年の平

成26年９月末が2,586ということで、やはりふえ

てございます。

○田口委員 ということは、マッチングでいく

と、まだ相当行ける可能性があるということで

すね。

ちょっと時期をずらしただけでこれだけ結果

も変わりますんで、早目早目に商工観光労働部

と手を携えて、県内就職二千何ぼもあるってす

ごいですね。ぜひ県内を希望している人は漏れ

なく、中野委員が優秀な人じゃないと、とらな

いぞという話をしていましたけれども、できる

だけ県内に就職できるような形をつくっていた

だきたいと思います。

○日高副委員長 関連です。今、教育長が、も

う逆に人が足りない時代が来るということで、

これは全国でもそうだと思って、これだけ流れ

出るということは、県外が若者を引き抜きにか

かっている。そっちに行くから県内就職率が低

く出てきていると考えられると、私は思ってい

ます。

それから、教育長の答弁、知事の答弁でもあ

りました。教育長のほうは、商工観光労働部と、

また労働局と連携しながら、知事のほうは何か

企業団体とか関係団体との懇話会を持ってやる

とか。実質もやもやなんですね。例えばプロジェ

クトを組んでやりますとか、もっとしっかりし

た核みたいなものがあって。教育委員会だけで

できないので、知事部局ともつながっていかな

いといけない部分というのを、明確にここでや

るんだというプラットホームをしっかり置くの

は、せっかく大西総務課長が教育委員会にいらっ

しゃるんで、この辺に力を発揮してもらわんと

いかんのかなと、私はずっと最近思っていて。

顔を合わせるけれども、なかなかその話をする

機会がなかったんですが、その辺は明確にプラッ

トホームを形成すべきだと思うんです。その辺

はどうですか。

○飛田教育長 まさに、そのとおり。それで、

一つは、宮崎労働局の中で県、それから大学、

企業団体、例えば、商工会議所連合会とか中小

企業連合会、それから労働側、県の連合代表と

か、そういう団体の代表があって、去年かなり

力強くやろうとしたのが離職防止だったんです。

離職については、１年離職が、直近のデータは
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全国平均よりかよかったです。そういうスクラ

ムを組んでやっています。それからもう一つ、

県のレベルでのスクラムでは、ことしから商工

観光労働部に高校の進路指導をやっていた職員

を出向で出しました。そして、一緒になってやっ

ていまして、今度、12月何日だったか、日付は

覚えていませんが、労働政策課、いわゆる商工

観光労働部と、県教委とが一緒になって、企業、

学校一緒にそういう研修会というか、協議会を

立ち上げたところです。ですから、そういうこ

とは、おっしゃるとおり、これからしっかりやっ

ていこうと思っております。

○日高副委員長 もう一回だけ。プロジェクト

を組むというのは、県庁は縦割りだから無理な

んですか。

○原田教育次長（総括） 知事部局から来てい

るので、一言。教育委員会と知事部局は、以前

と比べて非常に連携がとれてきていると思って

います。今、来年の事業に向けていろんな事業

を構築とかする中で、お互いが、担当課が一緒

になって事業を構築して、それぞれ何ができる

かという議論はしっかりしています。それから、

教育委員会から商工観光労働部のほうに職員も

派遣していまして、そういう形で非常に今、連

携がとれつつあるということで、おっしゃられ

るとおり、一緒になって取り組んでいく気持ち

をしっかり持ってやっていきたいと思っており

ます。

○中野委員 宮崎県で働きたいけれども、宮崎

県で働くところがなくて泣く泣く県外に行く。

こういう数字をしっかり受け止める。これです。

知事や教育長が回ったって、余分な人員はとら

んのよ。

○緒嶋委員 五ヶ瀬の中高一貫の場合は何が変

わったかといったら、子供がいかに変わったか

ということは、親が一番わかるわけ。それは、

学力だけじゃなく、人間としてのしつけという

か、それがすごく変わったのがわかると。だか

ら、そういうことからいったら、私は五ヶ瀬の

学校というのは、全県下から優秀な人というか、

希望する人に学校に来ていただくわけですけれ

ども、一時はホームシックになりながらも、そ

れを乗り越えて頑張るというのは、また、県の

職員にもそういうＯＢがおるわけです。そうい

うことから考えたら、五ヶ瀬の中等は、宮崎西

高とか泉ヶ丘とはちょっとまた別なスタイルだ

から。そういうことを含めた場合には、今度の

農業遺産の問題も、松形元知事のフォレストピ

ア構想の中の松形遺産が農業世界遺産に前進す

る形になったわけです。そういう意味では、松

形元知事の発想というのが、今、生かされてき

ておるわけです。そういう意味では、すばらし

い知事だったなと思いますので、今後とも五ヶ

瀬の中等学校は、ぜひ頑張ってほしいと思いま

す。

それと、就職のことですけれども、今は県内

の企業からの採用数がふえておる。その中で、

先生が、県内の高校の子供に、県内で頑張って

宮崎県を活性化してほしいという思いで指導し

ないと。県外のどこかに行けよとかいうような

ことを言われた子供は、先生の言うことには従

順な面があるから、やっぱり県外に行こうかな、

一回行ってみようかなという人もおるだろうか

ら。そういう先生の指導というのが物すごい影

響するだろうと思うんです。だから、宮崎県が

人口減少を防ぐためには、社会減をいかに少な

くするかと。自然減は、もう仕方がない。社会

減をいかに減らすかということであれば、先生

は親以上に子供に対する影響は強いんじゃない

かという気がしますので、その辺も含めて就職
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関係の進路指導の先生方のそういう心構えとい

うか、思いについても、教育委員会としては指

導をしていただきたいということを強く要望し

ておきますが、そのあたりは、教育委員会とし

ては進路指導の先生と共通認識を持つというこ

とはできんわけですか。

○川越学校政策課長 県内にどんな企業がある

かということを、生徒のみならず職員がしっか

り知るということが一番大事だと思っています。

現在、ある就職支援の推進の授業におきまして、

まず、生徒に関しては企業の見学等に積極的に

取り組んでいます。また、教員の企業の訪問等

も、今年度、積極的に働きかけているというこ

とで、県内にこういう企業があったんだ、ここ

辺まで輸出をしている企業があったとか、そう

いったことの認知度が非常に高まっているとい

うことが今、言えるんではないかと思いますの

で、この取り組みをさらに充実させていきたい

なと思っています。

○緒嶋委員 そういう教育も含めて、いろいろ

うまくいき始めたら、富山県なんか92％が県内

就職なんです。そう考えると宮崎の54％は、寂

しい気がするし、いかに知事が地域活性化と言っ

ても働く人がいない、就職する人がいないとい

うことであれば、宮崎県は活性化できん。活性

化は人がやるわけだから、そういうことを含め

たら教育委員会全体、高校の教育というのは大

変重要になってくる。また、私はそれ以上に、

もう一遍言えば、大学卒業生がまたどうかとい

うのもあるけれども、ここの場合は大学はもう

別にして、高校段階でそれをぜひやっていただ

きたいと思います。

それと、私を変えた先生のエピソード。これ

は本当にすばらしいことだし、恩師というのを

みんな持たないといかんわけです。そういうこ

とであれば、先生というのは、いわば聖職。先

生というのは師と言われるぐらいであるわけで

すが、この前の臨時講師がああいうことをやっ

たというのは、学校に赴任する前に事前教育と

いうのをやっているんですか。各学校に配置さ

れる前の事前教育は徹底していない面もあるん

じゃないかと。あしたからあの学校に行ってく

ださいというぐらいではないのかなと。私はわ

からんのですが、臨時講師なんかの事前教育は、

どういう教育をされているんですか。

○西田教職員課長 この前の件については、そ

の前もちょっと臨時の先生をやっておりまして、

そのときに研修等はちゃんと受けていたという

ようなことです。実際、現在の現任校の校長先

生も最初来たときに、そういう不祥事等の防止

について、服務についてという説明で研修は行っ

ておりました。

○緒嶋委員 子供から見れば、臨時だろうが正

職だろうが、差があってはいかんわけです。臨

時の先生は指導力が落ちているということじゃ

いかんわけです。そういうことになると人格を

含めて、ある意味じゃ臨時の先生は人格が欠落

していたんですかね。先生としてのプライドも

何もないまま人を教えて、自分勝手な、わがま

まな我を出して、相手を困らせ、人格も何もあっ

たもんじゃないわけです。そういうような人を

先生として採用したということになると、教育

委員会としての責任が問われても仕方がないわ

けです。そういうことのないような人事をやる

ためには、採用の段階で相当チェックしていか

んといかん。人間は完璧じゃないから、それは

どうにもならん人もおります。しかし、そうい

う不祥事が起きないように、徹底した事前教育

をする。また、先生としての人格が欠落したよ

うな人を採用したということが私は問題だと思
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うので、そのあたりを徹底して進めていかんと、

また、こういうことが起きるんじゃないかと思

うので、何かこのことを受けて、今後対策をど

う立てるのか。

○西田教職員課長 おっしゃるとおり、採用の

段階でそういう気持ちを持たせるということは

非常に大切なことでありまして、今、県内にも

臨時講師、非常勤講師が、いっぱいおります。

そういう中で、今度は服務の研修については必

ず受けるようにということで、全県下、徹底し

てそういう部分をやっていくように進めていき

たいと思います。

○緒嶋委員 そして、採用するときに先生とし

ての誓約書というか、心構えというか、そうい

うものを徹底して、心構え等をぴしゃっとしと

かんと私はいかんと思う。そこあたりも含めて

考えていかんと、こういうことがまた起こる可

能性もあるわけです。そのあたりも、どうすべ

きかということは十分検討していただきたいと

いうことを要望しておきます。

それと、学力テストの結果を校長や教育長に

は伝えるということでありますけれども、市町

村長まで伝えるということはできんわけですか。

知事さんには、もう公表するよということを言っ

ておられる人もおりますけれども。首長が公表

するかどうかは別にして、今度、教育制度が変

われば、首長がある程度、その市町村の学校は

どれぐらいの成績かとか、首長は、ある意味で

は教育の先頭に立たないといかんわけです。そ

うなると、そういう理解を持って、教育予算も

含めて努力しないと、日本はＧＤＰから見れば

教育予算が少ないということを言われておるわ

けですので、私は首長の責任というか、教育に

対する心構えというのが重要になると思う。首

長まで知らせるということは、今の教育法の中

ではできんわけですか。

○黒木学校政策課長補佐（振興担当） 委員の

おっしゃる考え方というのは、一昨年度ですか、

地教行法の改正がありまして、首長と教育委員

会が総合教育会議という形で、教育の根幹とな

る部分についてはディスカッションをきちんと

やるようにといったような法改正もありました。

ですから、まずはそういった機会で、各市町村

教育委員会がそれぞれの自治体の学力の状況に

ついて、首長ときちんと話をすると。実態を教

育委員会側から首長さんに伝えていただくと

いったような努力がまず必要なんだろうなと考

えております。まず、私どもとしても、今回、

こういった形で学力の状況を各市町村につぶさ

に、これまで以上に提供してまいりましたので、

そういった機会を通じて、首長ときちんと話し

合っていただきたいといったようなことは訴え

ていきたいと思っております。

○緒嶋委員 首長さんたちが、その地域の学力

がどうなのかも全然わからんまま、教育委員会

に全てを任せるというようなことは、ある意味

じゃ私は無責任だと思っているんです。だから、

そこ辺の連携を深めると、今度の法の改正とい

うのはそこ辺からも来ておるわけだから、法に

のっとって進めるというのは大変重要なことだ

と思います。教育委員会としては、そういうこ

とを徹底する中で、学力を向上させる一つの手

法として首長を動かすということが重要だと思

いますので、ぜひ、それをやってほしいという

ことを要望しておきます。

○中野委員 こういう結果を首長に参考に送り

ますというのは、法律違反になるのか。

○黒木学校政策課長補佐（振興担当） その点

については、もう一度確認をしたいと思います。

申しわけありません。
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○日高副委員長 多分、できるんじゃないです

か。結局市町村なんかは、教育委員会がありま

すけれども、はっきりと言えば、市長とか町長

のほうがどうにもなりますよね。だから、もう

その辺については、今、緒嶋委員と中野委員が

言ったけれども、それは市町村教育委員会が、

首長と教育長がこうだったから、こうしないと

いかんという発信は多分できないことはないん

じゃないですか。

○飛田教育長 確認させます。というのは、静

岡県でかなりもめたのが報道されて、それをど

う扱うかといって、以前、文科省と静岡県と静

岡県教委でかなりいろいろ、かんかんがくがく

があったんです。それで、確認させて、できる

ならやりますということで。

○中野委員 ぜひ、送る方向で検討してくださ

い。送れない場合は理由が何かと。それで、教

育長にちゃんと首長に報告しなさいと、きちっ

と書いて出せばいいじゃないですか。

○井本委員 私を変えた先生との出会いという

のは、なかなかいいけれども、冊子にするんで

すか。どんなところに配る予定ですか。

○西田教職員課長 現在、考えているのは、ホ

ームページ上で、まず掲載をします。あと、全

市町村学校にも配付したいと考えております。

○井本委員 そして、その子供たちとか父兄と

かは読む機会はあるの。

○西田教職員課長 できるだけそういう機会を

ふやしていきたいと思いますが、今のところ、

ホームページ上ということで。考えられるのは、

これを学校に渡して、学校のほうから保護者の

ほうに配布をするということも一方法かなと

思っております。

○井本委員 今、先生がちょっと自信をなくし

ているという時代じゃないのかなというときに

こういうのをやられるのは、また元気になって。

そして、エビデンスにも書いてあるように、教

育改革は基本的にはやっぱり先生なんです。先

生が中心にならんことには教育は進みませんか

ら。まずは、先生に自信を持ってもらって、先

生は、これを読むことによって父兄に尊敬して

もらう、生徒たちにも尊敬してもらえるという

一体感が出てくる。これはなかなかいい企画だ

なと思って関心しているわけですが。ぜひとも、

たくさんの人が読めるような機会を与えてくだ

さい。

○重松委員長 よろしいでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、次、その他、何かご

ざいませんか。

○図師委員 海洋高校のいじめの件なんですけ

れども、いじめが発覚したことは、帰ってきて

からのことのようなんですが、いじめにかかわっ

た人数が複数人いるにもかかわらず、いじめの

実態を担任の教師も把握していなかったという

ことが非常に残念で、いじめた側の人間だけで

はなく、それを知っている生徒もたくさんいた

にもかかわらず、それを先生に伝えられなかっ

たという生徒と先生の信頼関係のなさが、今回、

露呈した内容なのかなと思っています。

いじめられた側のケアとしては、保護者会全

体会を開いて、いろんな意見交換をされたよう

なんですが、いじめた側のケア、かかわり。ど

のようにその生徒に向き合ったか教えてくださ

い。

○川越学校政策課長 加害者に対するアプロー

チということですけれども、実習船の中での暴

力行為でございました。ある一定の期間の特別

指導をしながら、本人はもとより乗船した同僚

といいますか、生徒たちに対して謝罪をしっか
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りとさせたと聞いております。

○図師委員 そのいじめた子たちは、今、どう

しているんですか。

○川越学校政策課長 自主退学ということで学

校を去っていきました。

○図師委員 知ってて聞いたんですが、何で退

学させたんですか。

○川越学校政策課長 本人、それから保護者と

の話し合いのもとで退学を決意したと聞いてお

ります。

○図師委員 停学、休学の措置はとれなかった

んですか。自主退学はわかりますけれども、保

護者も認めたのはわかりますけれども、退学さ

せることが最善だったんですか。

○川越学校政策課長 基本、学校のほうでの判

断となりますので、我々はその報告を受けたと

いうことなんですけれども、いわゆる停学か謹

慎指導ということは、乗船の中で七十何日間い

ますが、その中で特別指導という形をとってお

りますので、その形が停学というような形で考

えていただくといいかなと。

○図師委員 いじめた側の生徒、また、その生

徒を取り巻く家庭環境、社会環境にも問題があ

るのかと思われますが、このために専門職を置

いております、スクールソーシャルワーカーと

はどういう連携をとられたんですか。

○川越学校政策課長 加害者についての対応に

ついては、報告はございません。

○図師委員 教育委員会からそういうオーダー

は出さなかったんですか。

○川越学校政策課長 加害者のほうに対しては、

やってございません。

○図師委員 きめ細やかな教育環境の整備とか、

一人一人に行き届く教育体制整備とか、日ごろ、

私はそういう言葉をよく聞いていると思うんで

すが、今回の場合は、それで最善策なんですか。

○川越学校政策課長 非常に悲しい出来事で、

加害者、被害者がございます。加害者のほうは、

当然、今おっしゃったこともあるんですが、被

害者が学校に戻ってくるという、また、保護者

の配慮等も含めて、どうしてもそちらのほうに

目が行き過ぎたというところはあるかもしれま

せん。加害者がそういった決断を下したという

ことを、学校側としては無理やり退学させたと

いうことではないということで我々は報告を受

けております。

○図師委員 ちょっと感情的になってしまいま

したが、私は、ニュースでその報道を聞いたと

きに、ニュースの最後に、すぐ退学だと。２人

は退学したというのもあわせて報道があったも

んですから、家庭の中で、学校、また、教育委

員会も含めて何らかの対応があった上で、最終

的な判断で退学になったのかなと思ったら、私

はすぐ退学というような印象を受けてしまって、

これは、まさに尻尾切りのような、見せしめの

ように映ってしまって。退学した子たちの今後

の将来はどうなるのかと。結局いじめをして退

学になったというレッテルを一生背負っていく。

その子たちの健全な育成になるのかというのを

危惧したんです。今後の対応があれば。

○川井田教育次長（教育政策担当） 加害者に

なった生徒たちは、そのことだけで退学という

ような処分はあり得ないと思います。１年のと

きからいろんな問題を起こしていて、ずっと指

導をしてきたんだと思います。それでも、今回

こういう事件が起きて退学ということになった

と思いますが、学校の場合は、退学したらそれ

で終わりではなくて、当然その子の後のケアは

ちゃんと連絡をとりながら、就職をしたとか、

あるいは再入学でどっかに入ったとか、そうい
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うところまではきちんと追跡してフォローしま

すので大丈夫ではないかと。今、心配されたこ

とは何とか、本人も社会的に悪いことをしたら

それなりの制裁というか、罰は受けて、そして、

またゼロから頑張るというような形をとって頑

張れるようにフォローを学校はしていくと思い

ます。

○飛田教育長 念のため、その子供の個人情報

にかかわることですから、その生徒が１年のと

きに何かあったとはお考えないでください。こ

こではそういう、例えば、これが一般の人に、

その子が１年生のときに悪いことをしてたん

じゃないかというような捉え方はしないでくだ

さい。そこあたりはちゃんとリサーチをすると

いう意味でお聞きいただくとありがたいと思い

ます。

○図師委員 退学後もフォローがあると、復学

に対しての追跡等も行われるということで少し

は安心しました。きれいごとかもしれませんが、

いじめたほう、いじめられたほうが学校内で関

係修復した上で、卒業までというところまでの

導きができればいいんでしょうが、今のところ

再チャレンジをさせていただけるような支援を

今後していただければと。

○中野委員 関連で、私も質問。あの新聞情報

だけでね。被害者だけを船からおろしたという

記事がありましたよね。あれは事実で間違いな

いですか。いじめられた子だけをおろすのか。

いじめた子のほうが悪いんじゃないかと、私は

そう思った。それが一つ。

それと、船の中でああいう事件が起こったと。

これは被害者にしてみれば、船の中で逃げると

ころもなしに。私は、この問題は以前から。こ

のワル、ワルって言っちゃ悪いな。ワルはワル

だが、いじめた子。これは、もともと問題を起

こしていたんじゃないのかというのを聞きた

かったんです。だから、私は子供の問題じゃな

いんです。こういうのがもう既にいじめとして

あったのを、学校が今までそれなりの対応して

きたかということです。私はいつも思うんです

けど、いじめで自殺者が出た時は、テレビにば

んと出る。そのときに出るのが教育委員です。

何もわかってない人が出て、何かいつも同じ文

句。全体的にもう一度調査しますとか。いつも

こんなことが起こっとって、人が死んで、いつ

も全体にもう一回、アンケート調査をとります。

これは毎回よ。事前にそういうのをしとって、

そんなのが起こったというんだったら、私は学

校の責任とは言わんけれども、今度の問題だっ

てそういう流れというか風潮があって、先生た

ちがようかなわんかったんじゃないかな、よう

抑え切れんかったんじゃないかなと。見てみぬ

ふりしとったんじゃないかなと。教育委員会で

もそうでしょう。「そういうふうに報告を受けて

います」って、第三者的な立場じゃないですか。

あれが死んどったら、今言った回答じゃ済まん

でしょう。もうちょっとしっかり校長に聞くな

り。私は校長を呼び出してもいいなと思ってる。

学校のああいうのがでたというのは、半分は校

長の責任よ。そこ辺をしっかり今からやってい

かんと。何かあったら教育委員の人たちが、何

もわからん人たちが謝って、ひどいようやった

らアンケート調査をやって、これが定番よ。教

育長、この問題については、学校の責任として

しっかり報告を上げてください。私は子供の責

任じゃないと思う。

○井本委員 はっきりいって、これは刑事事件

です。恐らく告発がなかったんでしょう。だけ

れど、警察がやる気になれば、これは逮捕をし

てでも、はっきりいって加害者はそれなりの制
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裁を受けないといかんです。それを生っちょろ

い、加害者のことをどうのと。それは二の次、

三の次であって。私は、本当そう思う。

○中野委員 ちゃんと学校の対応を。これは、

たまたまいじめで済んだからいいけれども、こ

れが死んどったらどうするんですか。私は、そ

れをいつも思って。いじめなんて日ごろからやっ

とらんと、人が死んでから調査しますじゃ、無

責任やわ。

○重松委員長 答弁はよろしいですか。

〔「いいです」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、これで終了したいと

思います。

以上をもって教育委員会を終了いたします。

執行部の皆様、お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午後２時０分休憩

午後２時５分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

文教警察企業常任委員会の委員長を務めます、

宮崎市選出の重松幸次郎でございます。

本日は、大変お忙しい中、文教警察企業常任

委員会に御出席いただきまして、まことにあり

がとうございます。

皆様には、日ごろより本県教育の発展のため、

多大な御尽力を賜り、心から感謝と御礼を申し

上げる次第でございます。

私たち、県議会文教警察企業常任委員会とい

たしましても、教育委員会の委員の皆様と本県

教育のあり方等について意見を交わしたいとい

う希望がございまして、執行部の御協力もいた

だいて、このような場を設けていただいた次第

でございます。

本日は、主に４つのテーマに沿って進めさせ

ていただきますが、意見交換ですので、何か結

論を導き出すという性格のものではございませ

ん。

短い時間ではございますが、普段皆様が感じ

ておられることを率直にお話しいただき、本日

の意見交換会が実り多いものとなりますことを

祈念いたします。どうぞ、最後までよろしくお

願いいたします。

それでは、早速ですが、お手元に配付の式次

第によりまして、進めてまいります。

まず、文教警察企業常任委員会の紹介をいた

します。

まず、私の隣が日向市選出の日高副委員長で

ございます。

次に、向かって左側ですが、西臼杵郡選出の

緒嶋委員でございます。

延岡市選出の井本委員でございます。

東諸県郡選出の中野委員でございます。

向かって右側ですが、延岡市選出の田口委員

でございます。

児湯郡選出の図師委員でございます。

続いて、教育長以外の教育委員会の皆様に自

己紹介をお願いしたいと思います。

○島原教育委員長 委員長の島原と申します。

よろしくお願いします。

県北日向で会社の経営をやっております。産

業教育にずっとかかわってまいりまして、特に、

工業高校の先生方と毎月１回会って、今後、産

業教育にどう企業がかかわっていけばいいのか

という話をやっていますので、経営の観点から、

それから社会の観点から、いろいろ意見を述べ

させていただきます。よろしくお願いします。

○東教育委員長職務代理 教育委員長職務代理

者の東でございます。

現在、委員２年目でございます。36年間の教
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職を退きまして、都城市の教育委員会のほうに

２年間、その後、この教育委員を受けておりま

す。

生涯学習社会は、過去何をしたかというんじゃ

なくて、今、何をしているかということが問題

になる社会でございますけれども、今は何もし

ておりません。自慢できることは、１日１万歩、

歩くことぐらいでしょうか。今まで培った経験

を生かして、県の教育行政に協力、貢献できた

らなと思っています。どうぞよろしくお願いし

ます。

○山崎教育委員 山崎と申します。どうぞよろ

しくお願いします。

宮崎県弁護士会のほうに登録しておりまして

弁護士活動をしております。あと、小学校４年

生の子供を持つ保護者でもあります。本日は弁

護士として、また、保護者として意見をさせて

いただければと思っております。よろしくお願

いいたします。

○宇田津教育委員 こんにちは。宇田津真理子

と申します。住まいのほうは、伊東マンショの

生誕地であります西都市の都於郡のほうにおり

ます。

私は、平成20年から西都市の教育委員をさせ

ていただいています。今回、県ということになっ

たんですけれども、保護者の立場として、今、

子供を取り巻く環境というのはすごく変化も早

いし、それに一生懸命、親がついていかないと

いけないけど、なかなかついていけない。そう

いったギャップもすごくあって、子供とのギャッ

プもすごくあって、家庭教育がちょっとおろそ

かかなという思いもありつつ、教育委員会の中

でこういった意見も言えたらいいなと思って頑

張っております。よろしくお願いいたします。

○春日教育委員 10月から教育委員をさせてい

ただいています春日由美と申します。

現在は、都城にあります南九州大学の人間発

達学部子ども教育学科というところで、小学校

の教員免許、幼稚園と保育所の免許資格、それ

から、特別支援の免許が取れる学部に所属して

います。専門が臨床心理学とか、一生涯の人の

発達という、生涯発達心理学とかが専門になり

ます。臨床心理士でもありますので、これまで

福岡とか佐賀、それから、宮崎でもスクールカ

ウンセラーもやってきていまして、今も大学内

で地域の方の子供さんにかかわる御相談を受け

ています。ですので、元気な子供さんよりも、

不登校だったり、いじめだったりとか、非行だっ

たり、そういう子供さんばっかりに今まで会っ

てきています。自分自身、先ほども、ほかの委

員もあったんですけれども、小学４年生の男の

子と３歳の女の子を保育園に預けながら、どう

にかこうにか毎日を回しています。きょうは、

午前中も小学校の授業参観がありましたので、

道徳の授業でした。母親の愛情みたいな話があっ

て、そこで、みんな母親が号泣してというよう

な授業を受けて、ダッシュでこっちに来ました。

よろしくお願いいたします。

○重松委員長 どうもありがとうございました。

意見交換を15時30分までには終了させていた

だきたいと思います。

では、まずは最初に、平成27年度全国学力・

学習状況調査の認識や思いについてをテーマに

意見交換に入りたいと思います。

まず、文教警察企業常任委員会の委員の皆さ

んから、このテーマについて御意見等がござい

ましたら、お願いいたします。

○中野委員 中野といいます。

この学力・学習状況調査。自分の子育ては

ちょっとほっぽらかしてたけれども、最近、孫



- 40 -

平成27年12月３日(木)

を見ていますと、いろいろ教育に、今ごろ興味

を持っても遅いですが。私の経験からいくと、

義務教育の内容というのは本当大したもんだな

と。人生の中で義務教育をしっかり学んでおけ

ば大体オーケーやなと。あとは、それから、弁

護士さんになるんだったら深掘りしていく。生

きていくためには、私は、義務教育、幼児教育

で十分だなと思っているわけです。

そういう中で、全国学力調査は平均以下とい

うのがずっと続いとるわけです。だから、私は、

今回、教育長やらと議論をしたんですけれども、

宮崎県人は頭の悪いごとある。学校の先生の教

え方が悪いのか、あるいは、家庭に問題がある

のかとか、要は、そこの要素があるわけです。

そういうことを含めて、平均点以下というと、

かなりまだ頑張る余力もあるし。学校によって

違う、先生によって違う。どういう分析をして、

各市町村教育委員会に対してどういう指導をし

ていくかとか、そんなことを議論して、今回、

初めていろんな分析の結果が出たんですけれど

も。

それと私は、教育委員の皆さんというのは、

議会が同意しますよね。同意して教育委員にな

られた。そして、県の教育委員会として教育委

員長がトップですよね。そこの教育委員の人た

ちがおって、最高意思決定機関があると思うん

です。我々もずっと見てたけれども、いろんな

議論する中で、教育委員の皆さんとこうやって

懇談するのは、私は初めてなんです。そういう

ことで、いろいろ、今、社会問題になっとる中

で、教育委員長、教育長とばっかり議論する。

皆さんがせっかく教育委員になられて、どんな

思いをされているのか。例えば、最初の、学力

・学習状況調査。これは私もいろんな家庭環境

とか、資産の問題とか、いろいろありますから、

学力調査は、私立も入っとらん。これが全てと

は言ってない。だけど、一つの目安にはなるだ

ろうと。同じ地方自治体の中でね。それとか、

県内の学力調査もしとるわけですから、それで

も学校ごとに違うとか、先生の教え方によって

も違うとか。宮崎県の子供というのは、そうい

う教え方というか、表現が難しいけど、不幸で

すよ。それだけ義務教育がよそと比べて下だと

いうことは。私は、そういうことを含めて教育

委員の皆さんは、宮崎県の学力について、どん

な思いでおられるのかなと。これを、聞いてみ

たいというのが、意見です。

○重松委員長 それでは、教育委員の皆さん方、

どなたでも結構です。御意見を。

○島原教育委員長 それでは、私から。こうい

う場を設けていただきましてありがとうござい

ます。率直な意見の交換ができるということは、

非常に私たちにとってもすばらしい、いい機会

だなと思っておりまして、少し踏み込んだ意見

とかあるかもしれませんけれども、そこ辺も含

めて、日ごろ、私たちが考えていることをお話

させていただければと思います。

まず、学力状況調査、もう御承知のとおり、

若干平均より下と。ただ、平均的な水準にある

ということは、長年、続いておりまして、学力

の、現状をどう捉えるかというのは、これまで

も反省をしてきているところですし、これを少

しでも上げていきたいというのは、みんな共通

に思っていることです。

ただ、一方、私は、企業経営として考えたと

きに、学力の高い子が入ってきて、その子が企

業で力を発揮できるかというと、必ずしもそう

ではないというのを感じていまして、学力と同

時に伸ばすべきものがたくさんあると感じてい

るんです。学力を否定しているわけではないん
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ですけれども、学力も伸ばしつつ、もっと私た

ちが力を入れるべきことはたくさんあるだろう

と。企業が競争力を発揮して、今後、生き残っ

ていくために必要なものが、与えられた問いに

対して、いかに早く正確に解くかということで

はなくて、与えられた問題に疑問を持ったり、

課題意識を持ったり、問題の本質を考えたりと

いうことじゃないかなと思っています。学力調

査の中にＡ問題、Ｂ問題とありますので、総合

的に考えると伸ばさないといけないことなんで

すけれども、学力調査を判断材料とするだけで

はなくて、これは、あくまでも、このデータを

もとにどこをどう改善していくかという、先生

方に考えていただくための資料だと思いますの

で、先生方には総合的に考えていただきたいな

と。企業として必要な人材を学校でつくって社

会に送り込んでいただくという意味では、そち

らのほうが非常に大きな問題であると。

ちょっと長くなりますけれども、本質的には

今の子供たちが夢とか志とかいうものをしっか

り持つということが、これからますます不可欠

になってくるだろうと思っています。ちょっと

言い過ぎかもしれませんけれども、それさえあ

れば、自分たちで必要性を感じて勉強していく

だろうと思っているんです。そこがなしに学力

だけつけさせるということになると、無理やり

やらされているという、やらされ感が大きくなっ

てきて、企業でよくあるんですけれども、指示

を待って指示がないと動けないという人たちが

ふえてくるんじゃないかなと思っています。学

力を考えるときには学力そのものを、テクニッ

ク的に学力を身につけるということに加えて、

自分が将来どうやって生きていきたいのか、何

のために働くのかということを考えさせる教育

も同時にやっていかないといけないというのを、

私は常々考えているところなんですけれども。

学力そのものから少し離れちゃいましたけれど

も、そう考えています。

○重松委員長 誰かほかの皆さん方も、御意見

がございましたら。

○春日教育委員 春日です。今のと関連してな

んですけれども、今、言われたとおりだと思い

ます。学力だけで考えていても仕方がなくって、

結局は社会に出てから生きていく力をつけさせ

るというのが義務教育の一番の狙いと思います。

そのためには何のために勉強するのかとか、何

のために学力の向上が必要なのかというのは、

子供たちもだし、私たちも考えないといけない。

それは、先ほど言われたように、キャリア教育

と、今、言われていますよね。そこと結局はつ

ながってくるので、学力だけをつけさせるでは

なくて、何のために勉強していくのか、そして、

自分たちはどう生きていきたいかという生涯学

習の観点も踏まえて、そこも子供たちと話をし

ながらやっていく必要があると思います。

先週、私は、小学校６年生のキャリア教育の

授業をたまたましにいったんです。そこでは、

何の仕事になりたいかという話ではなくって、

自分がどういうところが得意だろうかとか、ど

ういうことに興味があるんだろうとか、自分は

どう生きていきたいかというのをまず考えても

らいました。なぜそうなんだろうというのを、

また理由も考えてもらいました。例えば、一人

の子は、自分は動物に興味があるって言って、

もう一人の子も動物に興味があると言っていた

んですけれども、一人の子は、動物と一緒にい

ると癒されるからという話をしていて、もう一

人の子は、動物が一つ一つ違うのがおもしろい

からと言っていて、一つのことでも、何か似て

いることでも、その子の興味、関心が随分違う
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んです。そういうのも小学校６年生でちゃんと

考えられますので、小学校のうちから自分がど

うやって生きていきたいかというのをしっかり

考えるのと、学力と両輪で行くんだろうなと思

います。

○東教育委員長職務代理 私のほうは、今、全

国学力・学習状況調査が１位から47位まで公表

されて、宮崎県がこういう位置にあるというこ

とで、今、議員さんが言われましたように、平

均以上はあってほしいなとは思っております。

ただ、宮崎県としても、それぞれいろんなきめ

細かな指導や補充学習、教員の指導力の向上等

々の研修会等も実施して、学力向上に向けて努

力をしておりますが、教員の指導力向上につい

ての方策として、市町村教育委員会との連携と

いうのを強く打ち出しております。先ほど言い

ましたように、教員を36年間やっておりまして、

管理職もしましたが、その中で、１年の中で一

番気が重いというか、大変だったのが学校訪問

というのがあります。今、２年に１回です。市

町村教育委員会が県のほうに要請をして、指導

主任の先生方に来ていただいて、一緒に研修を

するんですけれども、それを考えたときに、きょ

う、お客さんが来るのでということで、どこの

家庭でも家庭訪問とかお客さんが来るときには

玄関の掃除をしたり部屋の中を掃除したりしま

すが、学校においても県の先生方が来られると

いうことで、前日に大掃除をしまして、張り紙

等が外れてないかどうか等々、準備をして、す

ばらしい授業をして、その日が終わります。必

ず研修会の最後には県の指導主任の先生方が、

本当に頑張っていますね、すばらしい学校です

ねということで終わるんですけれども、果たし

て、その学校訪問が学力向上にどうつながって

いるかと考えると、何かその日だけの学校訪問

であったような気がします。きょうは、お客さ

んが来るので、きちっと挨拶をしましょうと、

先生方が子供に話したときに、授業参観すると、

授業中に廊下の先生方に向かって、「こんにちは、

おはようございます」とか、そういう姿勢があっ

て、果たしてそれが普通の日にあるのかどうか

というと、そうでもない。要するに、私が学力

について言いたいのは、やはり県と市町村のほ

うがもうちょっと、連携、連携と言うけれども、

実際連携しているのかどうか。県の先生方の力

は借りますけれども、市町村にとっては自分の

学校を、市町村の学校をよく見てほしいがため

に、すばらしい経営を、その日だけの経営をし

たりしておりました。そうじゃなくて、普段着

で、普通の日に授業をのぞいていただいて、「こ

こがいい、悪い」とか、そういう連携が今後、

必要じゃないかなと、個人的にはつくづく思っ

ています。見せる授業じゃなくて、いつでも来

ていただいて、見ていただく授業、そういうの

があると本当の連携というか、県のほうからの

指導等もきちっと入るんじゃないかなというよ

うなことを思っております。

○山崎教育委員 学力調査に関してですけれど

も、こういった結果を保護者の方が見てどう感

じているかというところを考慮して考えると、

宮崎もいろいろと対応はなされていて、それを

一つ上げるとすれば、みやざきＷｅｂ学びのシ

ステムというものがありまして、これは、家庭

用のところをクリックすると、小学校３年生、

４年生は算数ですけれども、５年、６年は４教

科で、中学に上がれば５教科の問題と解答がプ

リントアウトできるということになっています。

こういった学びのためのものは提供していただ

いているんですが、私も内容は見ましたけれど

も、内容もコンパクトにまとめられていて、問
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題数も非常にコンパクトな形でできていますの

で、こういったものを利用しながら家庭で勉強

できれば、各単元ごとの弱点とかも補いながら

やれるのかなと思うんですけれども、こういっ

たシステム自体の広報がまだ行き届いていない

のかなと感じています。実際、宮崎は経済的に

困窮している方もいらっしゃいますので、お金

をかけたくてもかけられないという方もおられ

ますから、こういったシステムを利用して、ダ

ウンロードして、プリントアウトして、それを

家庭の中での学習に使うということで、非常に

いいものだと思うんですけれども、果たして、

これがどこまで各家庭の中に浸透しているのか

と。

先ほど市町村の教育委員会との連携という話

がありましたけれども、より一層、連携を強化

して、こういった広報についても、単発の広報

ではなくて継続した形でやらなければならない

だろうと。例えば、学校の校長先生が月に１回、

学校通信というのを出されていますので、そう

いったプリントに、こういったシステムがあり

ますよと掲載するだとか。あとは、保護者会の

ときにこういった案内をするということも必要

でしょうし、また、こういったシステムを知っ

ても、それを利用できなければ意味がありませ

んので、特に、宮崎ではこういったプリンター

を利用して打ち出すということができない方も

いらっしゃるかもしれませんから、図書館とか、

そういったところにもこういったものが見える

ようにして、例えば、再生紙とかそういったも

のをプリントアウトして利用できるような、そ

ういった各家庭に結びついた形での学びの対応

をしていくことが今後は必要になっているのか

なと思います。

○宇田津教育委員 一応、私は保護者としても

申し上げたいんですけれども、私には、中１、

中３、高２の男の子がいます。学力向上に関し

ていえば、自宅学習というものの不足だと思い

ます。というのが、学校から、部活から帰って

きます。そしたら、テレビだったりスマホだっ

たり、そういう情報がいっぱいあります。実際、

家庭学習の時間が少ないというのが現実問題で

す。それをお母さんたち、お父さんたちが、「も

う勉強せんね、勉強しなさいよ、勉強してから

見るとよ」とかいう意識づけが、私の実感から

するとすごく低いなと。保護者の意識がちょっ

と低いなと。先生方も一生懸命やっていらっしゃ

ると思います。県の教育委員会のほうも、いろ

んなチラシを出したり、読書の薦めを出したり、

家庭学習のやり方はこうですよというやり方を

出したり、今、山崎委員がおっしゃったように

Ｗｅｂ単元という問題を出したりとか、いろん

な手だてをいっぱいされています。ところが、

それを活用している、活用しなければいけない

私たち保護者が─プリント類も学校からいっ

ぱい来ます。こういうことがあります、こうい

うことをしたらどうですかという、いっぱい来

ます。そこを保護者が活用してない、運用して

いないということが一番のポイントなので、保

護者の意識を少し変えてほしい。それには、やっ

ぱり小さいときからの、幼稚園、保育園。例え

ば妊娠して赤ちゃんができました。そこからの

保護者への教育、子供を育てるというのは、こ

ういうことなんだよということをきちんと、例

えば健診の場でもいいし、少しお母さんたちは

我慢しなさいよと、子供たちを優先しなさいよ

というような、もう本当、細かい具体的な保護

者への教育が必要かなというのを実感していま

す。それが、ひいては学力になる。私も、ある

高校の評議員をしていたんですが、高校で家庭
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学習が１時間以下という結果が出ているんです。

それはなぜかというと、小学校、中学校からの

自宅学習の習慣が私は身についていないんじゃ

ないかと思うんです。だから、小学校低学年の

うちから家庭学習をしっかりやらせる。生活習

慣をきちっとやらせれば、学校に行ってしっか

り授業が聞ける。先生の話が聞ける。今、子供

たちが聞いて、考えるということが非常に少な

くて、全て与えられた中で生活をしています。

私も、保護者もそうやって育ってきたので、そ

ういう子育てになっているんでしょうが、そう

ではなくて、もう少し子供たちが考えていける

ように、保護者が意識を変えていく方法をどう

にか何かしたほうがいいかなと。

私は教育委員なので参観日だったり、そうい

うところでは、もう小さいんですけれども、「勉

強を頑張ろうや。家で学習をしようや。何で宿

題をせんとね。課題はしっかり出すものよ」と

一応声かけをしながら、そういうことで保護者

の意識を少しずつ変えて、いろんな情報がある

中で、保護者に訴えていく役目かなという思い

はあります。

○図師委員 意見交換ということで、ざっくば

らんに話をさせてもらいますが、皆さんすばら

しい教育理念というか、子育ての夢をお持ちだ

なと思いまして。私も中野委員と同じように、

学力が高いに越したことはないし、高くなるこ

とを努力しなきゃいけない。ただ、それと同時

に、両輪として自己実現であったり就職観であっ

たり、いわゆるキャリア教育を充実させて、そ

れをステップアップさせていくというのは本当

に大切なことだろうなと思います。まさに、そ

れはもう間違いないけれども、実は、先日、宮

崎大学の大学生と意見交換をすることがありま

して、農林の学部の子、農政の学部の子、教育

学部の子、経済経営の子、それぞれおって、「皆

さん、頑張って宮大に入られて、よく勉強され

ましたね。これから就職戦線が始まりますが、

どうですか」と言ったら、「いや、もう始まって

いますよ。私は、きのうで30社目を受けてきま

した」とか、「私なんか、もう40社受けています」

とか、もう、そんな子たちがべらべら来ている

んです。「君は教育学部だよねと、何で就職活動

で、まず教員試験の勉強をしないの」と聞いた

ら、「そんなことを言っている場合じゃないんで

すよ。もう、教員試験も難しいし、通らんかっ

たときには就職しないといかんから面接をどん

どん受けているんですよ」と言う。「君がなりた

い仕事があったはずだよね。キャリア教育なん

か受けてきたけれど、自分がなりたい仕事は何

なの」と聞いたら、「そんなの関係ないんですよ」

と学生が言うんです。とにかく就職しないとい

かんと。就職することが我々の目標で、学力を

アップしてきたのもこの就職戦線のスタートラ

インに立つための勉強でしたからみたいなこと

を学生のほうが熱弁してくるんです。その学生

が全てとは言いません。なりたい仕事を小中学

校から決めて、その道に向かって一本のレール

で来た子もいるんでしょうが、私は、その話を

聞きながら、これからの学生はセカンドストー

リー、サードストーリーというののキャリア教

育というか、これがだめだったときはこれもで

きるよとか、幅のある自己実現の教育も必要な

のかなと、その子たちの話を聞きながら思った

んです。

私が大学のときの就職活動は、逆だったんで

す。なりたいものには何ぼでもなれたんです。

バブルの最後のころで、いわば大学２年のころ

から内々定が出よったころです。企業からは、

もう求めもせん企業資料がぼんぼん届いて、も
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う企業研修といってはディズニーランドに連れ

ていってもらったり、温泉に連れていってもらっ

たりして、企業から囲われよった時代です。教

育学部の連中が─教育学部ばっかり取り上げ

るのは変なんですが─一般の銀行とか商社に

どんどん就職して、言い方は悪いですけれども、

おまえが学校の先生になるのという、学校の先

生になりたくない連中が教員試験やらに、公務

員試験に回りよった時代も実はあったんです。

私は福祉の専門大学でしたので、私はもう福祉

でいくというのを決めたまま勉強はして、ただ、

その中でも誘惑はたくさんあって、もう福祉系

の大学でも７割は一般企業に就職していた時代

もありました。

だから、言いたいのは、今の時代は氷河期で

すから逆で、選ばれればいい、合格できればい

いという子たちが結構多くて、就職するための

学力を上げている。だから、キャリア教育が余

り生かされていない時代なのかなという気もし

て。

○中野委員 教育問題は幅が広い。人生観なん

次々変わる。島原委員長のところでも、採用す

る時は、最低限は筆記ぐらいするでしょう。頭

がいいから、全て東大生が、みんな社長になる

かと言えばそうでない。だから、私は、この学

力テストが全てとは言っていないんです。これ

が最小限度の義務教育で習う範囲じゃないです

か。今度の難問題というのが２問出ていました。

小学と中学。これをしてみたら、結局、理科の

時間に習ったことです。溶解とか。だから、同

じそういうのを教えとって、秋田も同じ田舎じゃ

ないですか。宮崎も田舎です。貧乏県ですよ。

そこで、何でこんなに違うの。やっぱりそこは、

私はしっかり分析して、原因ぐらいはとるべき

だと言っているんです。それで何が問題かと。

同じ教科書で習ってこんなに差があるというの

は、私はどこかに問題があるからと。それをしっ

かり教育委員会をあげてやるのが、教育委員会

の仕事じゃないんですかと。皆さんの意見を聞

くと、いや、学力テストは今のままでいいよと

聞こえたんですけれども、そんなことじゃない

と私は思うんです。

○島原教育委員長 もちろん学力は非常に大事

だと思います。ちなみに、うちの会社は学力テ

ストをしないんです。もうグループ活動をさせ

て、グループワークの中でリーダーシップを発

揮したりだとか、考えているという子を見つけ

て入れるんですけれども、それは置いておいて。

私たちも秋田を調査したり、今度、福井にも調

査をしに行きますけれども、先ほどあった、習

慣をつけさせるというのは非常に大きいんです。

家庭教育といかに連携をしていくかというのは

学力を伸ばす、学力だけじゃなくて全般に関連

することですけれども、家庭と学校と地域と企

業が連携をするということをこれからやってい

かないと本当の意味での学力も人間性も育って

こないんじゃないかなと思っているんです。先

日、東京の未来大学というところの大学の先生

がおっしゃっていましたけれども、最近の学生

は安全、安定、安心ばかりを望んで、自分が何

になりたいかをどんどん先送りしてきていると

いうことを言っていました。その先送りした子

たちが企業に入ってくるんです。企業で、そこ

から始めないといけないんです。そういうこと

が現実には起こっているということなんです。

企業としてやるべきことなんですけれども、地

元にどれだけいい会社があるのかというのを

もっと伝えていかないといけない。その地域の

企業に就職したいと、かなり早い段階から目的、

目標を強く意識するというところをやらないと
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いけないんじゃないかなと思っています。今、

学校と連携をしたり、それから地域で連携をし

たりということを実際にやっているのは、そこ

があるからなんですけれども。県内就職率の話

がよく話題になりますけれども、大きな要因と

いうのが、県内で地元企業が、将来的なビジョ

ンを持った採用計画を立てていないからなん

じゃないかなと、一つは思っているんです。企

業の将来像を描いて、それに必要な人材像とい

うのが描けていれば、そこにつながってくるだ

ろうと思っているんですけれども。済みません、

話がずれますので……。話がちょっとずれてき

ちゃったので、学力のほうに絞りたいと思いま

す。

○井本委員 エビデンスに基づく教育という、

今、学力の経済学という本がベストセラーになっ

ていますよね。ごらんになりましたか。委員会

が考えていることはみんな同じじゃないんです。

私なんかは、全国学力とか何かは、余り気にせ

んでいいと思ってるんです。あの中でも書いて

あるように、やる気とか、忍耐力とか、そうい

うものが最終的にですよ。そうでしょう。自分

の人生の最後のときにおいて、その人が本当に

成功したかどうかって、これじゃわからんわけ。

そして、ヘックマンという人は、40年先もずっ

と追跡調査をしているわけ。そして、一番効果

的な教育というのは、今、言った非認知能力の、

点数の出らん能力だと。自制心とか頑張る力と

か、そういうもののほうが大切だと彼は言って

いる。私もそうじゃないかと思っている。決し

て、これを無視しろとは言わんのだけれども、

それほど私は。私は島原さんの言うことは、私

と考えが似てるなと思ったぐらいで、そういう

能力こそ、大切じゃないのかなと。

昔、ゆとり教育が出たときに、私はこれがい

いと最初は言ったんです。本当に自分で考えて、

自分で切り開いて、そういうたくましい人間を

つくっていくんだということですから。いわゆ

るリテラシーを、自分で応用力を。回答は一つ

じゃないんだと、いろんな回答があるけど、そ

の中で自分が選んでいく、そういう能力が必要

なんだということで、これはすばらしいと最初

は思ったんだけれども。ところが、途中でぽ

しゃっちゃったのは、先生がゆとり教育みたい

な教育をまず受けとらんわけだ。詰め込み型の

教育しか受けとらん人間が、考える教育をやり

なさいというのは、そもそも無理だというので

つぶれたんだろうと思うんだけれども。だけど、

私はこの狙いはよかったんじゃないかなと今で

も思っているんです。だから、それが、エビデ

ンスに基づく教育でもう一回出てきて、私は、

教育の狙うところは、やる気とか、そういう点

数に出らん教育こそ大切にしないといかんの

じゃないかなと思っているんです。

山崎さんのは、カーン・アカデミーのやり方

に似ています。カーン・アカデミーって御存じ

ですか。それはそれですばらしいんだけれども。

それはそれでいいんです。家を建てるには、何

だって材料がいるわけです。材料もなくして家

を建てるというわけにはいかん。基礎的な材料

を詰め込む、これが義務教育だと。その材料が

なくしてものを考えることはできませんから。

だから、私は、それはそれでいいと、すばらし

いと。ただ、何度も言うように、非認知能力の

ほうがもっと大切じゃないのかと。

○春日教育委員 どちらの意見もそうだと思う

んです。どちらも、別に違う意見ではないと思っ

ていて、井本委員のお話は、とてもよくわかる

ところなんです。それが大事なところです。そ

して、中野委員の言われていることもすごくわ
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かるところなんです。だから、義務教育がとて

も大事なんです。本当に足し算、引き算もよく

わからなくて、掛け算もわからないまま、学校

を卒業していかないといけない子がいるし、中

学校で不登校ががっとふえてしまうのは、結局、

学力の問題ってすごく多いんです。あそこで学

力がついていけなくて、本当、中学校の勉強っ

て難しくなりますので。今度は、高校で不登校

になっている子たちというのが何かというと、

中学までは勉強しなくてもまあまあの成績がと

れていた子が進学校に行ってしまって、本当に

勉強をしないとついていけないというところで、

勉強の仕方がわからないというので現実的に退

学をしていっています。ですので、中野委員の

言われているように、家庭というのは物すごく

ばらばらです。10代で、自分もまだ子供のうち

から妊娠、出産をしているお母さんたちもいっ

ぱいいますので、家庭というのはすごくさまざ

まで、家庭だけに求めるのはすごくしんどいと

ころがありますので、学校の先生方が教えてい

くときに、いろんな子たちがいて、一つは、勉

強の仕方がわからない子たちってすごくいると

思うんです。小学校の低学年でもいるし、中学

生になったときもわからなくなっちゃう、勉強

の仕方がわからない、高校になって進学校へ入っ

ても勉強の仕方がわからなくてと。九大にいた

ときには、九大の先生が九大の学生たちに学ば

せ方を学ぶというワークをしていたりもしたん

です。ですので、まずは勉強の仕方から教えて

いくというのが、小学校の低学年から、もう

ちょっと検討が必要じゃないか。それが低学力

の子たちを上げるということにつながると思う

ので、その子たちが社会に出たときに困らない

という力をつけさせるのが義務教育の役割だと

思います。

○中野委員 やっぱり学校の役割、家庭の役割

があるわけです。島原委員長の企業のようなと

ころばっかりならいいが、県庁も一次試験を受

からんかったらどうにもならん。まだまだ試験

で、日本社会は行っている。要は私が言いたい

のは、何で宮崎県は平均以下なのと。ここをしっ

かり分析して、直すところを直せば上がるんじゃ

ないの。単純な意見なんです。私が言っている

のは、教育論を議論しているわけではないんで

す。しつけというのは、私は一番大事だと思っ

ていて、あの例の本にも書いてあったし。だか

ら、家庭の役割は、しつけなどそういう役割が

あって。この学力テストは私立も入っていない。

だから、順番はいいとして平均は、一つの目安

です。日本には同じような財政規模で類似県と

いうのがあるんです。そういうので比較したら

どうなるのとか、何が問題なのか、もうちょっ

と教育委員会はしっかり分析をしなさいよと。

同じ学校の教科書を使っているのに、学校ごと

にこんなに違う。じゃ、先生の教え方はどうな

のと。そこ辺まで、分析でわかるわけです。だ

から、そう言っちゃ悪いけれども、教え方の悪

い先生についた子供は、同じ理解度を持ってて

もわからんというのは、私は不幸だと思ってる

んです。そこ辺をしっかり分析をして、そのた

めにスーパーティーチャーもいる。だから、分

析をもうちょっとしたらどうですかと言って、

今度、分析が出たわけです。人生はいろいろあ

るわけですから基礎学力をしっかりつけるため

に、皆さんの意見はどうかなと思ったけれども。

学力という義務教育の範囲の限りでは、皆さん

の意見はどうなのかなというのを私は聞きた

かったんです。だから、私が言っているのは全

てじゃないです。そこから先は、私の同級生で

も、小学校のころは余り国語をよく読まんかっ
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た人が一番出世をしてる。だけど、小学生にや

る気とか、そんなことを聞いたってわからんで

す。孫を今、観察しているんです。そんなの何

もわからん。今、しつけをしているんだけれど

も。私が聞きたいのは、そこ辺を直すとこがあ

れば、もうちょっと上がるんじゃないの。あれ

だけ新聞に載れば、県民の誇りになるかと。宮

崎はだめなのかって思う人もおるかもしれんし。

とりあえずは学校でできること、今のままでい

いのかということを私は今、議論をしとるわけ

で、もう直すとこはないのかと、その辺を分析

しなさいということを言ってるわけです。

○重松委員長 ほかのテーマもありますんで。

分析のこととか基本的な話とか、それから、親

学、あと、保護者だったりとか、本当に大事な

ことだと思います。

ちょっと角度を変えます。次は、本県のいじ

め問題の認識について。この件について、どな

たか御意見はございませんか。

まず、文教警察のメンバーから。

○緒嶋委員 今年度もいじめの問題、高校の問

題なんか出とりますわね。これは、人をいじめ

ちゃいかんというのは、これは戦争をすること

もある意味じゃ、いじめかもしれません。そう

いう意味では、教育の中でいじめをどう少なく

するかと。２人おればトラブルというか、意見

の違いはあるわけです。それが、どこまでがい

じめかとか、相手がいじめと感じればいじめだ

ということになっておるようですが、そのあた

りを教育委員の皆さん方はどういう。これは、

なくした方がいいわけ。ただ、なくした方がい

いけれども、絶対なくならんと思うんです。人

間が２人おれば、兄弟でもいろいろあるわけで

すから。そういう中で、教育の中で、いじめの

中には、相手の将来まで犠牲にするようないじ

めもあるわけです。ある意味では、自殺する人

も出てくるわけですから。そういうことをでき

るだけ少なくするためにはどうしたらいいかと

いうことしか考えられんと思うんですけれども、

皆さんは、これをどう考えておられるのかなと。

○東教育委員長職務代理 今、緒嶋委員のほう

が言われましたように、２人いたら、いじめが

あるということで、このいじめについては、も

う解消というのは皆無に等しいんじゃないかな

と、私は個人的に思います。誰かがいたら、２

人以上いたら、もういじめは発生すると。そう

いうことを考えると、本県のいじめについても、

全国上位にあるような数字が今回、出ておりま

すけれども、それはもう県の方々が説明された

とおり、認知の仕方が今度から変わったという

ことです。本人がいじめられたと言ったら、一

つに数えるということで数がふえたわけです。

どこでも、どの学校でも起こるということを考

えれば、このいじめを大きくさせない。例えば、

自殺とか自傷行為とか、そういうふうにさせな

いためにはどうしたらいいかということを考え

なければいけないと思います。

学校のことになりますけれども、学校の先生

方は、自分の学級でいじめとか、そういうもの

が起きたら、できるだけ他の学級に知れないよ

うにとか、学校長についたら、ほかの学校に知

れないようにとか、内々で解消したい、解決し

たいという思いがあります。管理職のメンツ、

私、東のメンツにかけて、これ以上させないと

いうようなのがあるわけですけれども、それが

一つ間違いじゃないかなと思います。学校では、

いじめやそのほかいろんな問題行動がありまし

たら、いじめ問題行動等の協議会があって、毎

週１回または毎月１回、情報を共有する機会が

あるんです。そのようなときに発言してもらえ
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ない先生とか、または市町村教委に報告しない

校長先生方もいるんじゃないかなと思います。

自分のメンツにかけて。ですから、それをなく

して、何か問題が起きたら、先生方、全員でそ

のことについて考える。先生方だけでなくて、

ＰＴＡの三役とか、常任委員さん方もいらっしゃ

いますが、その委員方にも話すとか、地域の公

民館長さん方にも話すとか、隣の学校の先生に

も話すとか、そういうふうにいろいろ話をしな

がら、情報共有しながらすることで大きくなら

ないんじゃないかなと。ＰＴＡの三役等に話を

すると、ＰＴＡの方々が動いていただいて、う

まく解決したりとかあると思いますけれども、

ここにいらっしゃる県議の先生方にも、地域で

いじめ等があったらそういう話をすることで解

決するんじゃないかなと。何かオブラートをか

けて自分の力だけで何とかしようという思いが

ちょっと強いんじゃないかなと。自分の悪い経

験を振り返ってそう思ったところです。中学校

の教師をしていましたけれども、どちらかとい

うと中学校では、いじめに限らず、問題行動と

か多く発生するんです。中学校については、よ

くどこでも発生するものですから、中学校の校

長同士、いろんな話ができますが、そこでいろ

いろアドバイスは生まれますけれども。小学校

を悪く言うわけじゃありませんが、どちらかと

いうと、小学校の先生というのがなかなか外に

出したがらない傾向にあったようです。要する

に、情報をオブラートにかけないで、みんなで

共有する、いろいろ知っていただくということ

で、いろんな方々が動いて、それ以上いじめや

問題行動等が大きくならないんじゃないのかな

と私は考えております。

○中野委員 いじめで自殺者が出るというの本

当に、これは悲惨です。全国であるじゃないで

すか。全国であったときに、必ず教育委員の皆

さんが謝っているわけです。次に出てくる言葉

は、それを受けて全体調査をやりますと、いつ

も同じ言い方。テレビで見てませんか。いつも

教育委員会はそう言っとる。例えば、今度の海

洋高校でああいういじめがありましたと、たま

たま暴力で済んだということだけど、仮に一方

が自殺してたら、今のような話じゃ済まんでしょ

う。教育委員の皆さんが、県の教育委員の最高

峰のとこにおられる。みんなテレビの前に出し

て、委員長なんか済みませんとか、謝る。それ

で、どうするか。全体調査をしますということ

になる。今度の事件だって、いろいろ聞くと、

教育委員会は、「報告を受けています」とか、第

三者的な立場です。県立高校だから内容をしっ

かりして、船の中で起こった話で、もうあっち

行ったらいろいろやっぱり問題があった話で。

そういういじめに対して、自殺者でも出たら、

最終的には、教育委員はどこもそうですよね。

普段からそういういじめの話なんか報告を受け

とるか、受けとらん話で結果が出たから謝る。

私はそれじゃいかんと。常日ごろから、教育委

員の皆さん、教育委員会は、いじめに対してど

んな。本当は学校では、わかっていると思うん

です。私は、もっとそこ辺をしっかり、教育委

員の皆さんも最終的にはそうなるわけですから、

一緒になってそういう取り組みをしてもらいた

いと思っているんです。

○島原教育委員長 海洋高校に関しては、本当

に皆、心を痛めているんですけれども、ぜひ現

場に行きたいなと思っています。いじめが起こっ

たときに、私は、いつも現場にぜひ行かせてく

れと言っているんですけれども、ただ、私の立

場で行くと非常に大きくなったりとか、皆さん

が大変な状況のところに、直後に行ってしまう
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と迷惑をかけたりすることもありますけれども。

私は、今回のことは何をおいてもぜひ行かせて

いただきたいなと思っているんです。こういう

問題は本人たちの問題に終わらせてはいけない

と思うんです。風土だとか土壌みたいなものが

そういったことを生んでないのかというのは、

現場に行って感じないとわからない部分が大き

いので、ぜひそうしたいなと思っているんです。

先ほど東委員もおっしゃったように、いかに風

通しのいい組織をつくるかというところが非常

に大事なところで、もう早期発見しかないと思

います。そういう意味では、今回、件数がたく

さん上がってきたということは非常にいいこと

じゃないかなと思っているんです。もう御存じ

かと思いますけれども、ハインリッヒの法則と

か割れ窓理論とかありますけれども、早期にい

かにそれを共有するか、それに対して一緒になっ

て考えるかということが、早期発見というのが

一つ大きなことです。

それからもう一つは、いじめということが起

こったときに、それにどう対応するかというこ

とは、一部の人間が対策を考えて、それを浸透

させようとするのではなくて、いじめが起こっ

たときに、そこに関連した人みんなで、これは

なぜ起こったのかというのを一緒に考える機会、

学ぶ機会とするというのが非常に大事なことな

んじゃないかなと。それが風土を変えていくと

いうことにつながるだろうと思っているんです

けれども。いわゆるアクティブラーニングと今、

言われますけれども、あれは、こうすべきだと

いう知識の伝達をしていくんではなくて、みん

なで考えて結論を出していくということなので、

それにつながるだろうなと思っているんです。

企業経営はまさにそういうことで、何か事故が

起こった、トラブルが起こった、お客さんから

クレームがあったというときにはチャンスなん

です。社風を変えるチャンスなんです。だから、

それをいかに生かすかということが非常に大事

なことというのを常々思っていまして、今回の

進洋丸の件に関しては、本当に大変なことであ

ると思っていますので、これからみんなで考え

ていきます。

○井本委員 私も何年か前、いじめで質問しま

したけれど、今の教育委員会のやり方は、私は

かなりいいとこに行っとるんじゃないかなと実

は思っているんです。今度の認知件数もあんな

にたくさん出てきたのも、ある意味じゃ風通し

がいいというか、本当に表に出てきとる。いじ

められとるかどうかというのは、もう人それぞ

れ違うわけです。ちょっとしたことでいじめと

感じる人もおれば、平気な人もおるわけですか

ら、これはもう本当に本人がいじめられとると

思ったら、そこでぱっと行動するのが一番です。

だから、それをいじめとして認知するというこ

とは、大切なこと。そしてまた、言われるよう

に、あらゆる機関を総動員してそれに対処する

と。今、そういう体制ですよね。宮崎はかなり

いいところに行っているなと、私は評価しとる

んです。

○春日教育委員 授業でも、学生たちに私は教

育相談という授業を担当しています。ですので、

いろんな、不登校とかいじめとか子供の自殺、

非行、危機管理だったり、保護者対応とかとい

うのを毎週やっています。

その中で言うのは、一つは、いじめのことに

関しては、いじめは命にかかわる問題だという

話をします。あなたたちのかかわり方次第で子

供たちが人殺しにもなる。一生それを背負って

いかないといけないようなことにもなるんだと。

さっき、キャリアの話をちょっとされたので思
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うところがあるんですけれども、今、私が教え

ている学生たちはとても真面目で真剣です。本

当に子供たちのことがかわいくて、教員を目指

しています。そういう命にかかわる仕事なんだ

よという話をしています。これは、いじめだけ

の話ではなくって、いじめは表面に出てきたも

ので、いじめでも不登校でも自殺でも一緒です。

結局は根っこにあるものは共通しているところ

があると思います。いじめるほうも自分が、例

えば家で虐待を受けていたりもするわけです。

自分が弱い立場にあったりとか、学力で悩んで

いる子もいたりもします。自分自身も認めても

らえなかったりとか、誰かに認めてもらってい

るという感覚がなかったり、もっと言えば、先

生に認めてもらっているという感覚がなかった

りするわけです。いじめの研究とかでは、いじ

める子といじめをやらない子の違いというもの

の一つで、学校の先生が、担任が自分のことを

ちゃんと見ていてくれるかとか、そういうので

も違うんです。ですので、いじめにしろ、不登

校にしろ、ほかのいろんな問題にしても、一つ、

根っこは一緒なところがすごくあるとは思いま

す。不登校は全部が一緒ではないんですけれど

も、先生、また親だったり、周りの地域の人か

らも、子供たちが自分のことをちゃんと思って

もらっているんだと思えることが、自分のこと

を大事にすることにもつながるし、人のことを

大事にすることにもつながるわけだと思うんで

す。それが、先生との間では信頼関係にもつな

がるだろうし、いじめが起こったときには、も

ちろん相談しやすくもなるんだろうし、自分が

いじめをしないという方向にもなると思うんで

す。だから、表面的にあらわれたものだけじゃ

なくって、もっと前のところのことを考える必

要もあるし、学級経営もすごくいじめには関連

するとは言われています。ですので、起こった

後というよりは、今、そういう問題で言われて

いるのは、まず、早期発見というのはすごく大

事です。なんだけれども、今はもっと予防の話

が普通されています。普通から学級経営をうま

くやっておく。子供たちが学校に来て楽しいと

思えたりとか、自分は学校に居場所があるんだ

と思えたりとか、先生は自分のことをちゃんと

認めてくれていると思えるクラスづくりをしよ

うと言われていますので、それを学生たちにも

伝えています。だから、起こった後のことはも

ちろんあります。加害者児童・生徒に関しても、

教育機関なので表面的な厳しい指導だけでは済

まされないです。その子自身が抱えている問題

まで、ちゃんと背景まで考えながらその子たち

を育てていくということにならないと、多分繰

り返すわけです。隠れてやるということになり

ますので、表面だけの話ではなくって、もっと

根っこのところを、学校の先生方はそこら辺は、

よくわかっていると思うんですけれども、そう

いう基本的なところへの研修というのも、もし

かしたらもう一回、現場へ出られてからも必要

になってくるのかなと思ったりします。

○中野委員 春日先生がおっしゃっているよう

なことを、教育委員会として、学級単位で、実

践でどうやっていくかという議論まで発展して

もらいたいんです。学校の校長じゃなくて教育

委員として。その辺を聞きたいんです。

○図師委員 私も同じ感覚なんですが、今回の

海洋高校の件で、いじめが起こってすぐ退学さ

せてるんです。そうじゃなくて、今、春日さん

が言われたように、加害者教育というのもして

いく必要が十分あると思います。今日の常任委

員会の中で、退学者に関しても、県教委のほう

で、後のフォローアップの支援をしていく体制
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がとられつつあるという話も聞きましたので、

ぜひそういう視点でも、教育委員の方々もいじ

めが起こっただけに視点を当てるじゃなくて、

前後に当てた政策提言をしていただきたいとい

うのがありますし、各教育事務所ごとにスクー

ルソーシャルワーカーが張りつけられています。

ただ、これは県単独で、ソーシャルワーカーと

いう形で役割が与えられているんですが、人的、

数的なもの、あと時間的なもの、あとスキル的

なものもまだまだ未熟で、とても生徒だけでな

い、家庭環境、社会環境の変革を促すほどの役

割を担えていないために、いじめの数が上がっ

てきている。だから、スクールソーシャルワー

カーの方々もすごくジレンマを感じていらっ

しゃいます。東さんがおっしゃったように、ま

ず、学校側から、教育委員会側から、情報も来

ない。また、オーダーが来ないということで動

きようがないし、介入をすれば、もっと改善が

できたのにというケースも多々あるというのを

聞いていますので、ぜひそういう、スクールソ

ーシャルワーカーの方との意見交換も現場に足

を運んでされるといいかなと思います。

○重松委員長 よろしいですか。あと２つ、テ

ーマがあるものですから、先に行かせてもらい

たいと思うんですが。

第二次宮崎県教育振興基本計画改定に際して

の思いを、今度は、教育委員会さんのほうから

何か御意見がございましたらいただきたいと思

います。

○島原教育委員長 先ほどからの議論とも重な

る部分があるんですけれども、これから、世の

中が大きく変わりつつあると。変わりつつある

世の中にどういう人材が必要になってくるのか

というのは常々考えていかないといけないと思

うんですけれども、地域に仕事があると思うん

です。地域にこそ仕事があるので、その地域の

仕事を認識して、それにつきたいという子供た

ちをふやしていくというのは大事なところだと

思っています。社会にどう貢献できるのか、郷

土にどう貢献できるのかという感覚を培ってい

く、育てていくということが非常に大事なこと

なんじゃないかなと。私たち、中小企業という

のは、大企業と違って地域に根を生やしてやっ

ています。地域の課題というのは一番よくわかっ

ていますけれども。それに対して何か解決策を

提示することが事業につながっていくんです。

そういったことがこれから必要になってくる。

地方創生と言われますけれども、要はそういう

ことだと思うんです。そういったことをぜひ伝

えていって、成果目標の中に、「ふるさとや社会

に貢献したいと考えている子ども日本一」とあ

りますけれども、そこをつなげてあげるという

こと。それがそういうことになるんだよという

ことを伝えていきたいなということを、両方の

立場から思っているところです。

○日高副委員長 私自身は、野球で食っていく

んだと思っていたんで、食えると思っていまし

たから、野球しかしなかったんです。ところが、

そういうわけにはいかなくて、挫折して。辛抱

力に体力、精神力というのは、自然とスポーツ

少年団とか、いろんな方の指導によってついて

はきたんだろうなということで、もう首になっ

たら無職です。そしたら、やったことがない仕

事でもやって、負けん気がないとそこでは生き

延びていけないという、本当にかつかつのとこ

ろでやっていたんで。私のような教育環境はよ

くないと子供にも言っている。子供に同じよう

なことを繰り返させたくないという、根本があ

る。

キャリア教育。この改定に人材育成があって、
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キャリア教育の推進が出てきたんです。これは

すばらしいなと思って、日向市のほうでキャリ

ア教育支援センターってありまして、よのなか

教室。私は、先週、水永センター長と小学校の

終業式に行って、今までなかったことがやられ

ていて、これからそういったことに子供たちが

入っていこうという気持ちが、日向の場合はど

んどん入ってきたのかなと。ここはおもしろい

ことに商工会議所と組んできましたので。また、

違うニュアンスで始めてきているということは、

もちろんここをクリアするには、中野委員が言

うように、確かな学力とか、確かな知識と常識

というのが、まず存在しない限り、次のステッ

プには行けないというのでは、やっぱり学力っ

て必要なのかなと。それがあってから、就職を

するときに、就職をするのが目的じゃなくて、

就職は手段だと、目的としては、こうやってや

るんだというのがあって。それがあって、もう

知識はいっぱいあります。だけど、そういった

常識と知識があって、なおかつ、就職した後に、

問題を解決しようかなという意識がどんどん備

われば、最終的には知恵を出せるんです。そう

いった子供が宮崎県で一人でも多く出てくれば

いいなと私は正直、思っているところなんです。

ですから、日向市のキャリア教育支援センター

は、まだまだ道半ばだということで、その辺は

もうぜひ教育委員の皆さんにわかってほしい。

また、今度、これを全県的に広げるということ

で、教育長が言われたと。来年からそういう形

になるんだろうとなれば、日向の教育センター

の取り組みを教育委員の皆様にわかっていただ

いて、それを各地に点在させて広げていっても

らうということは、必要なことだと思うんです。

これはもう大きなことだと思いますんで、でき

れば取り組みを、教育委員の皆様には理解をし

ていただいて。それを受けて御意見を。

○島原教育委員長 まさに今、キャリア教育と

いうものをやっていますし、それから、出前授

業というものもやっているんです。延岡は旭化

成さんが主体になってやっていたりだとかしま

す。働く大人の姿を見せるということが、もう

キャリア教育に直結していくと思うんです。た

だ、職業選択ということじゃなくて、先ほどか

ら出ているように、どうやって生きていきたい

のかと、人生の目的は何なのかというところを

自分と向き合わせるというのがキャリア教育だ

と思います。それをやるのが、よのなか教室の

中で働く姿を見せて、生きざまを見せて、考え

るきっかけにしてもらうということを、今、日

向で、いい感じで動いてきていますので、これ

は全県に広げていきたいなと。

それと今、教育委員の中でも、来年度は教育

委員のそれぞれの得意分野を生かして出前授業

をしていこうということもありますので、そち

らもうまくつなげていきたいと思っています。

○東教育委員長職務代理 マイクが回ってきま

したので、キャリア教育ではないんですけれど

も、基本計画の改定に際しての思いについてと

いうことで、一言しゃべらせていただきますが、

「たくましいからだ 豊かな心 すぐれた知性」

の調和のとれた人間性を養うためにということ

で、この基本計画が策定されましたけれども、

県民総ぐるみというところが超目玉ではないか

なと思っています。今、島原委員長からもあり

ましたように、企業がどのように教育に携わる

かとか、家庭教育が、または学校がというとこ

ろで、教育は学校だけではないというところが

この基本計画の目的じゃないかなと思います。

広報等もありましたが、よくインターネット、

ホームページにありますから見てくださいとい
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うような広報の仕方がありますけれども、イン

ターネット等については見る人はもう限られて

いると思うんです。ですから、広報紙等も、全

家庭に配布して、いつでもどこでも目標ないし

事業が見られるような広報の仕方も必要じゃな

いかなと思っています。市町村教育委員会、ま

た、市町村等のいろんなチラシ等については、

各家庭に張ってありますが、なかなか県の事業

となると、一般市民には、ちょっと高い位置に

あるような気がしてならないんですけれども、

そのような形で家庭でも掲示できるようなチラ

シ等が配布されるといいなと思っています。

○山崎教育委員 東委員とちょっと近いんです

けれども、施策にも、学校、家庭、地域や企業、

市民団体等が一体となって取り組む推進という

のがありまして、私もこういったのを見て、推

進は県民である私たち一人一人が担い手なんだ

という自覚を持つ必要があるんだなということ

と。あと、こういった県の施策を、受動的にやっ

ていくのではなくて、主体的にやっていくよう

な機運の醸成がどうしても必要なんだろうと

思っています。先ほど東委員のほうから出まし

たけれども、広報のほうで、どうしてもやっぱ

り県のは届きにくいというのがありますので、

そういうところをしなきゃいけないかなと思っ

ています。私も社会的な活動の中で、こういっ

た推進にかなうところで活動することができれ

ば、いろんな形で、今、こういった推進があり

ましてという話もやっていって、県民のみんな

で進めていけるように頑張っていきたいと考え

ています。

○春日教育委員 広報に関しては、学校から家

庭には配布されるけれども、企業とか、もっと

地域のいろんな、スーパーとかでもいいと思う

んです。普通に私たちが目にできるところに広

報していかないと、ネット上では難しいだろう

なというのが一つあります。

もう一つ、別なんですけれども、成果目標で、

挨拶とか思いやりの心とか、将来の夢や目標、

ふるさとへの社会への貢献とか、世界の出来事

について関心を持つとか、いろいろあるんです

が、こういうのは大人が手本を示さないと、子

供だけにやれって言っても、仕方がないなと思っ

て。あとは、先ほど、日高副委員長が言われて

た話をお聞きしながら思うのが、大人が子供た

ちにもっと自分の思いを、本音を、自分のとき

はこうだったんだという話をしていいよねと、

したほうがいいんじゃないかなと。そういう大

人の熱い思いを本音で、いろんな失敗談も含め

て、ちゃんと親だったり、親がなかなか話せな

いときもあったり、親がいないときだってあっ

たりはするわけなんですけれども、大人がちゃ

んと子供たちに自分の思いを熱く語るというこ

とが、子供たちが大人っていいなとか、ああい

う大人になりたいなという夢に向かったりとか、

将来像にもつながると思うんで、お父さん方が

活躍されているみたいなんで、とてもいいなと

思っています。

心理学の中の話でいうと、私は父、娘関係を

研究してきたんです。女性にとって父親の役割

というので、もともと心理学の中では、父親の

役割というのは社会に引っ張り出すところでと

ても重要と言われています。これは男性だけじゃ

なくて女性にとってもそうだというのが研究で

明らかになって。ですので、いろんなところで

お父さんたちが、普段あんまり子供たちといろ

んな自分の本音だったりとか、昔の話をしない

かもしれないけれども、いっぱいそういう話を

してほしいなと。それが地域も親も巻き込んで

のキャリア教育なんじゃないかなと思ったりし
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ました。

○重松委員長 ありがとうございました。そろ

そろ時間が迫ってまいりましたんで、最後のテ

ーマである、本県の教育に期待すること、また、

その他のことを含めて、何か御意見がございま

したら。

○中野委員 皆さんは、宮崎県教育界の最高峰

の委員なんですよ。ですから、ぜひ教育、将来

と現実のギャップがものすごくありますから。

とにかく宮崎県の教育を一生懸命頑張ってくだ

さい。最高峰の決定機関ですから、意識を持っ

てお願いします。

○図師委員 私も中野委員と全く同感で、私も

言いたかったんですが、我々も宮崎県行政の中

では最高の議決機関で、責務を負わされている

立場で、皆さん方は教育機関の最高峰で責務を

負わされている。私たちも執行部に対する監視

役と、もう一つは、県民福祉向上のための政策

提言が責務としてあるわけなんですが、ぜひ皆

さん方も教育関係者へのいろんな政策提言、ま

た、教育長に対しての政策提言をして、できれ

ば基本計画や、具体的な政策の中に皆様方の声

や知恵や知識が落とし込んでいけるぐらい、ど

んどん活発に動いていただければと思います。

○井本委員 今度、教育委員会の形が変わりま

すよね。教育長が教育委員長みたいな形になる

わけでしょう。そういう組織の変更については、

どういう思いがありますか。何か、ちょっとお

かしいんじゃないかとか。そんなこと何もない

ですか。

○島原教育委員長 今まで以上に一人一人の教

育委員の覚悟と発言力というのは求められるん

だろうなと思います。教育長と教育委員長を一

緒にして新教育長というのができるとなって、

事務方も全て、最高決定も全て一人の教育長が

やるということになると。それに対して、我々

が自分たちの考え方あるいは県民としての思い

というのをしっかり伝えるようにしないと、こ

れまで以上にそれをやっていかないといけない

というのは、我々認識はしています。

○宇田津教育委員 委員が、教育委員は、最高

の地位だとおっしゃっていましたけれども、た

だ、実際、現場としては学校と教育委員、教育

委員会の壁を低くして、もう少し教育委員が学

校の現場に行ったり、保護者の話を聞いたり、

子供たちの様子を見たりというのを直にやって

いかないと、学校の先生が、「教育委員の先生が

来た。ちょっとちゃんとしないといかん」じゃ

なくて、それこそいじめの問題で委員もおっ

しゃったけれども、共通理解、共通認識という

ものも必要だと思うので。学校と教育委員、教

育委員会の壁をもう少し低くして、いろんなと

ころに行ったり、出向いて現場で見て、実際自

分の目で見て、耳で聞いて、そこで、議論をし

ましょうと。「じゃ、こうしたほうがいいですね。

先生、どうですか。こういう方法もありますよ」

とか、「こういう機関もありますよ」と。今まで

は、定例教育委員会があって、事務局から出さ

れた議案を、承認しますか、どうですかという

ので、もう形だけの委員会という感じがしてい

るんです。西都市教育委員のときもそうだった

んですけれども。そうじゃなくて、もう少し壁

を低くして、学校訪問に行くなり、自分たちで

見て、密に連携して情報交換なりをしていくと、

いじめの問題であったり、学力の問題であった

り、保護者の問題であったりというのも少しず

つ、いい関係ができてくるんではないかなと思

います。

○重松委員長 ありがとうございます。それで

は、最後になりますけれども。
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○緒嶋委員 今、皆さんが言われたとおり、教

育委員の皆さんのリーダーシップというか、そ

れがいかに教育行政に反映されて、県民も、先

生方が頑張っておられるなと、そういうのが実

感としてわかるぐらい、事務方から出したもの

だけを審議するんじゃなくて、発案して、それ

を教育行政に生かすというか、前進させるとい

うぐらいのプライドというか、それぐらいの自

信を持って、私は教育行政を進めてほしいと。

それが一番重要なことじゃないかなと。だから、

自分たちのほうから前向きに、それこそ前進さ

せるというような思いで、女性の方が３名おら

れるわけですから、女性の力を遺憾なく発揮し

て、女性中心の社会になったというぐらいに頑

張ってほしいと思います。

○重松委員長 それでは、このあたりでよろし

いでしょうか。

本日は、本県教育のさまざまな課題等につい

て実りのある意見交換ができましたことについ

て、改めて厚く御礼を申し上げます。

教育委員会の委員の皆様も、我々県議会議員

も、本県教育の発展を願う立場は同じであろう

かと存じますが、今回の意見交換で、課題解決

のためのヒント、また、取り組むべき新たな課

題も見つかったのではないかと思います。

文教警察企業常任委員会一同、本日、勉強さ

せていただいたことは、今後の委員会活動に十

分反映させていただきます。本日は、まことに

ありがとうございました。

暫時休憩します。

午後３時30分休憩

午後３時35分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

採決についてでありますが、申し合わせによ

り、委員会審査の最終日に行うことになってお

りますので、４日に採決を行うこととし、再開

時間を13時にしたいと思いますが、よろしいで

しょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのように決定いた

します。

そのほか、何かありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 以上をもちまして、本日の委員

会を終わります。

午後３時36分散会
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午後１時16分再開

出席委員（７人）

委 員 長 重 松 幸次郎

副 委 員 長 日 高 博 之

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 井 本 英 雄

委 員 中 野 明

委 員 田 口 雄 二

委 員 図 師 博 規

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

政策調査課主幹 西久保 耕 史

議 事 課 主 事 八 幡 光 祐

○重松委員長 委員会を再開いたします。

まず、議案の採決を行いますが、採決の前に、

議案につきまして、賛否も含め御意見がござい

ましたらいただきたいと思います。これは宮崎

県美術品等取得基金条例の一部を改正する条例

についてでございます。

○緒嶋委員 これは、この改正の理由にもある

とおり、効果的に生かしていかないと、12年間

も休眠状態だったこと自体がおかしいわけだか

ら。宮崎県の芸術・文化の振興のためにという

ことも書いてあるわけで、そこはちゃんと生か

されるように運営していくということが一番重

要だと思う。

○重松委員長 ほかにございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、ほかにはないようで

すので、議案の採決を行いたいと思います。

議案第５号につきましては、原案のとおり可

決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 御異議なしと認めます。議案第

５号につきましては、原案のとおり可決すべき

ものと決定いたしました。

次に、委員長報告骨子（案）についてであり

ます。

委員長報告の項目及び内容につきまして、御

意見等はございませんでしょうか。

暫時休憩します。

午後１時18分休憩

午後１時26分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

それでは、ただいまの御意見を参考にしなが

ら、委員長報告につきましては、正副委員長に

御一任いただくことで御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのようにいたしま

す。

それでは、閉会中の継続調査についてお諮り

いたします。

教育及び警察行政の推進並びに公営企業の経

営に関する調査につきましては、引き続き閉会

中の継続調査といたしたいと思いますが、御異

議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのようにいたしま

す。暫時休憩します。

午後１時27分休憩

午後１時28分再開

○重松委員長 再開します。
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１月28日の閉会中の委員会につきましては、

先ほどの内容で９時から委員会を開催すること

に御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのようにいたしま

す。

そのほか、何かありませんか。

○中野委員 意見として聞いてもらいたいんで

すけれども、私は、前から思っていたんですが、

例えば、教育委員は議会が同意するとなってい

るんです。上がってくるのは名前ぐらいしか上

がってこんわけです。何でこういう人を選んだ

かという理由も書いてない。それによって、た

だ我々は、「いいです」と手を挙げる。いじめな

んかで死者が出たときには、教育委員とか、み

んな引っ張り出されています。私は、せめて今

後は、教育委員の議会の同意に当たっては、前

もって、一回、本人の宮崎県の教育に対する思

いとか、大体こういうことをしたいとかを聞い

とっていいんじゃないかなと思うんです。

○井本委員 せめて、この委員会に出てきて、

前もって、どんなことを考えているかと、こち

らから質問ができるとか、そういう機会がある

と……。

○中野委員 だから、それをつくればいいと。

○重松委員長 暫時休憩します。

午後１時30分休憩

午後１時33分再開

○重松委員長 再開します。そのほか、何かご

ざいませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、ないようですので、

以上で委員会を終了いたします。

午後１時33分閉会


